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經
濟
政
策
の
自
的
の
論
理
的
意
義

. 

^

經
濟
政
策
の
根
本
目
的
は
何
で
あ
る
か
。
之
は
吾
々
が
あ
ら
ゆ
る
具
體
的
な
經
濟
政
策
を
講
ず
る
に
當
つ
て
豫
め
解
決
し
て
置
か
ね 

ば
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
。
此
目
檩
に
就
て
確
固
た
る
理
解
な
く
し
て
、唯

/
/

其
時
々
の
知
識
や
經
驗
か
ら
無
定
見
に
目
標
を
選
擇
す
る 

が
如
き
は
、
實
際
の
、事
に
當
る
爲
政
容
に
は
屢
5
あ
る
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
苟
し
く
も
■

一
賞
統
一
せ
る
體
茶
を
保
持
し
、
何 

人
を
も
澉
服
せ
し
む
る
を
得
べ
き
客
觀
的
な
る
原
則
を
把
握
せ
ん
こ
と
を
欲
す
る
も
の
.

4

採
る
所
で
は
な
い
。
吾
人
は
茲
に
經
濟
政
策 

が
、

一
つ
の
客
觀
的
に
し
て
.且
つ
又
あ
ら
ゆ
る
個
々
の
具
體
的
方
策
の
根
本
的
甚
準
と
爲
る
可
き
中
心
的
な
.る
目
標
を
持
た
ね
ば
な
ら 

經
濟
软
策
の
目
的 

浞

五

C

五
五)



/

鹤
濟
政
f

,目
的 

荬

(

5

ハ)

ぬ
ヒ
と
を
主
張
す
る
。
と
言
つ
て
も
何
も
其
目
標
が
、
爾
餘
の
如
.何
，な
を
意
味
の
目
^
を
.も
郤
け
で
、
ざ
ぅ
.じ
て
.も
實
現
せ
ら
れ
ね 

.ば
な
ら
ぬ
，と
い
ふ
.様
な
絕
對
的
性
質
.を
要
求
す
-る
も
の
^
あ
を
_と
い
ふ
意
妹
で
ば
な
い
、
疋
你
•時
紺
何
な
石
場
合
に
於
て
も
適
⑷
さ
V 

.ね
ば
な
ち
ぬ
體
系
的
主
張
が
■あ
：る
と
.い
ふ
譯
で
も
な
い
。
吾
々
.が
.社
會
生
活
.
營̂
む
上
.に
於
•で
、
波
镑
ず
所
の
目
的
行
動
に
は
、
或
は 

政
治
的
、
，或
は
倫
理
的
、
或
は
法
徘
的
、
或
は
經
濟
的
な
*
そ
れ
ぐ
異
つ
た
重
要
性
が
.そ
れ
^
>
-の
場
合
.に
あ

る

，の
：
で
あ
，つ
て
、

其 

屯
何
れ
の
童
要
性
を
最
も
镎
18
:
す
べ
き
や
は
、
.
|
:
個
の
特
殊
科
學
に
依
つ
て
解
決
さ
れ
る
問
題
で
は
な
い
。‘
若
し
解
決
さ
れ
る
と
す
れ• 

ば
此
等
の
特
殊
的
觀
察
の
上
-に
觉
づ
：て
超
越
的
な
立
場
が
.ら
す
る
刺
斷
に
依
つ
て
決
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
客
觀
的
な
經
濟
政 

:

策
の
.目
檩
と
い
.ふ
意
雁
^

.人
侧
.
9:^
む
經
名
.

;̂̂
|
厨
か
ら
見
て
、
其
達
成
.せ
.ん
ど
ず
る
窮
極
の
目
標
が
、
：其
社
會
に
生
活
す
る 

人
々
金
體
の
目
的
行
:«
^

ロ
致
:^
る
.

'̂'
0
ヤ
^
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
で
，あ
る
o
又
採
用
す
べ
き
個
A
の
政
«
に
：紙|

的
體
茶
が 

與
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
^
ふ
の
.は
、
其
冲
の一"

の
>
^
,
9
政
策
が
如
何
な
る
場
合
に
適
用
し
て
金
し
い
こ
と
を

要
求
す
る
_と
い
ふ

意
味
の
も
の
で
は
な
.い
0
,
:個
；々
:-
0
與
猶
的
政
紫
な
り
主
張
な
り
は
、
其
時
々
の
現
實
の
狀
勢
に
應

じ
て
全
く
異
な
.つ
た
反
®
を
喚
び
起 

す
も
の
で
|

か
ら
し
て
:.
'
觀
益
何
時
め
诗
代
.に
^
自
由
主
義
が
正
當
な
經
濟
政
策
で
あ
る
と
か
、
米
_

^
產
^

取
つ
て
最
も
望
ま
し
い
手
段
で
あ
る
と
か
い
ふ
様
な
こ
と
は
在
り
得
な
いO

過
去
に
於
て
は
正
し
か
つ
た
と
し
て
も
，
必
し
も
現
在
に 

も
其
れ
が
適
當
だ
と
は
主
張
し
得
な
い
。
自
由
主
義
的
政
策
を
廢
し
、
枸
策
的
政
策
へ
移
つ
'た
か
ら
と
言
つ
て
必
し
も
政
策
が
不
統j 

」

で
あ
る
と
は
斷
定
せ
ら
れ
ぬo

唯
Z

其
目
的
と
す
る
窮
極
の
理
想
が1

定
不
變
で
あ
り
、

一
ぎ
政
歡
が
此
目
的
に
從
つ
て
歡
選
擇 

せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
其
處
に
は
必
ず
銃一

的
な
政
策
原
理
が
生
ず
る
も
の
'で
あ
る
。
而
し
て
ー
見
如
何
に
も
茁
反
對
の
如
く
考
へ
ら
れ 

る
自
由
主
義
4
銃
制
主P

も
、
相
並
ん
で
奮
す
る
と
と

が

舊
.矛
盾
を
生
ま
ぬ
様
に
之
を
體
系
付
け
る
こ
と
が
^
來
る
で
あ
ら
う
。

- 

吾
々
は
斯
様
な
意
味
に
於
て
經
濟
政
策
の
目
的
を
茲
に
確
定
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
るo

;

.
眞
ぬ
逾
.ベ
.た
様
に
、#

經
濟
政
策
に
關
'ず
る
限
1
、>

»
察
ぬ
經
濟
0
1
:
,
面

の

：み

め

限

ら

れ

ね

ぱ

な

ら

ぬ

。
’

」
經
 

人

の

：營

む

合

自

的

的

な

ん

_

澈

逛

浒

か

ら

坐

れ

る

?>
'
:
'
-
れ
ザ
な
げ
れ
ば
_
ら
ぬ
^
ぢ
作
妒
又
同
時
に
經
濟
生
活
を
營
む
1
:
-
<に
依
っ
：
て

も 

合
理
的
に
承
認
さ
る
可
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

經
漱
學
の
歷
史
に
於
て
、
、此
目
的S

K
A
,

論
議
^
れ
來
た
っ
た
。
中
で
も
經
濟
的
福
祉
、
又
は
國
民
經
濟
的
缉
產
カ
、
又
は
可
及
的
多 

火
の
欲
望
滿
足
等
と
い
ふ
標
語
が
何
れ
も
极
經
濟
政
笕
上
の
目
的
と
し
て
多
數
の
學
者
、
爲
政
家
に
依
っ
て
主
張
せ
ら
れ
た
。
惟
ふ
に 

經
濟
學
の
歷
史
其
物
が
耽
に一

つ
の
經
濟
政
策
的
要
求
か
ら
發
张
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
マ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
と
言
ひ
、
フ
ィ
ジ
ォ 

ク
ラ
ッ
ト
と
言
ひ
、
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の
國
富
論
と
言
ひ
、
總
て
皆
政
策
的
要
求
を
含
ま
ざ
る
も
の
は
な
い
。
從
つ
て
經
濟
的
福
祉
又
は
■ 

國
民
經
濟
的
纸
產
力
に
關
す
る
_
諭
は
宙
く
か
ら
頻
り
に
取
交
さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
か
も
今
日
に
至
る
ま
で
未
だ
確
た
る 

定
說
を
生
ん
で
居
ら
ぬ
有
機
で
あ
る
。
此
論
文
.の
、王

意

は

、

實
に
十

U
く
ょ
り
經
濟
政
策
の
目
的
と
し
て
考
へ
ら
れ
來
た
つ
た
所
の
此
國 

民
經
满
的
福
祉
又
被
國
民
經
濟
的
厚
坐
0
.意
味
を
明
_
に

:1
.、
容
觀
的
な
る
經
濟
政
：策
の
目
的
と
し
て
最
も
適
當
な
解
釋
を
與
へ
る
こ 

と
に
在
る
。

國
民
經
濟
的
福
祉
.又
は
國
民
經
濟
的
纸
產
力
な
る
標
語
に
就
て
下
さ
れ

.る
種
-々

な
議
論
は
、

大
體
に
於
て
ニ
つ
に
之
-を
大
別
す
る
こ 

i

法

於

崇

る

。
一
つ
は
，
一
國
を
單
位
と
す
る
經
濟
社
會
に
於
て
唯
單
に
個
人
々

A
の
.經
濟
目
的

1

を
助
長
促
進
す
る
こ
：̂

を
以
て
福
、

.

祉
增
進
0
途
2
考

、へ
、る

も

の

で

あ

り

、
他

‘は
.經
濟
的
福
祉
の
中
に
經
濟
的
目
的
以
外
に
.何
等
か
の
目
標
を
附
加
し
て
解
_
す
る
も
の
で
、 

之
.せ
多

く

.國
又
はi

社

-#
を
以
.っ
て
一
.個
の

有

機

的

意

，思

を

有

，す

る

統

.

I

的

：一

體

の

如

ぐ

考
.へ
て

其

有

機

歡

.の

經

濟

的

泪

的

達

成

に 

•-
«

#
す
义
こ
と
を
以
セ
國
.段
經
濟
的
te
,祉
が

增

進

，し
、

經

濟

的

.i

力
が
發
揮
さ
れ
芯
と
い
ふ

#

へ
方
の
様
で
あ
‘る
。
.'
前
者
、に
屬
す

る
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多
擻
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、
現
代
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は
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フ
マ
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ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
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グ
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策
のf

的

3L
八

s
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I 

9
'
ハ
テ
ー

ア
.ル
ン
ト
等
.

(

註
一
.

〕

が
あ
り
、
後
者
犯
屬
す
る
も
の
と
し
て
は
所
謂
る
經
濟
學
>-
■
‘の
浪
漫
派
、
歷
史
學
派
、
多
數
の 

社

會

主

義

者

、

シr

ル
ツ
マ
ジ
、
デ
ィ
丨
ル
#

の
社
會
的
法
的
學
派
の
人
々
等(

驻II )

，
が
屬
し
て
居
る
タ
此
相
對
す
る
ニ
つ
盖 

の
中
間
的
な
#
在
が
な
い
.

は
な
い
。
例
へ
ば
、
維
納Q

社
會
政
策
學
會
に
於
て
此
方
面
に
關
す
る
B

y
多
大Q

貢
献
を
な
し
た

所
の
_フ
ィ

リ

ッ
•ホ
ヴ
ィ
チQ

如
き
は
、
經
濟
的
生
產
カ
に
關
す
る
其
議
論
を
判
然
と
何
れ
か
一
方
に
袓
入
れf

と

の

困

難

な

部

類

に

屬
す
.る
.
。
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經
濟
政
策Q

闫
的
に
關
す
る
ニ
つ

.の
考
べ
；方
め
對
立
は

> 
一
 

つ
に
は
人
間

0
:社
會
生
活
其
物
に
對

'す
る
解
釋
の
：根
本
的
故
相
違
か
ら 

生
れ
て
來
る
。
獨

こ

の

康

デ

ィ

ー

ッ

>
ル
ー
は
、
嘗
て
社
會
に
對
す
る
觀
方
の
，根
本
的
對
立
：と

し

て

社

富

原

則(sozialplindp
)

と 

個

人

的

原

：則

(
Individglprincip)

と
を
擧
げ
、
何
れ
の
觀
方

.を
取
る

.が
は
各
人
の
信
仰

0
問
題
で
あ
つ
て
論
理
的
に
，是
非
を
判
斷
す

ベ
-
.'
か
ら
ざ
^
も
の
と
し
た
。
即
ち
後
者
は「

個
人
.を
以
'て
自
己
目
的
と
な
し
、

-
家
族
、
1圑
體
、
國
家
、
聯
合
國
家
1

0.
如
き
社
.會

的
全
體
は
個
人
の
意
思
に
依
り
又
個
人
の
爲
に
發
生
し
、
存
續
し
且

.つ
變
化
す

.る
所
の
便
宜
手
段
で
あ
る」

->
考

へ

：
る

偷

理

的

：渠

規

： 

範
で
あ

.り
、
：前
者
即
ち
社
會
的
原
則
は「

個
人
を
ば
使
宜
手
段

'と
看
做
し
、
自
己
目
的
た
る
齡
會
的
全
體
の
機
關
と
爲
す」

.

(

註
三
：V
:所
の 

同
じ
く
倫
理
的
な
る
根
本
規
範
で
あ
る
。
而

し

て

デ

ィ

ッH

ル
は
此
ニ
つ
の
規
範
が
公
理
と
し
て
相
對
立
し
、
何
れ
を
選
ぶ
.か
は
全
く 

個
人
の
恣
意
に
任
さ
る
可
き
も
：：の
と
な
し
、
經
濟
政
策
の
粮
本
方
針
は
之
に
依
つ
て
定
め
ら
れ
る
と
考
へ
た
。
バ
驻
两
>
:

.
:

(

註
四)

D
i
e
f
,

同

書

：ー

丄

〇

頁
參
照

V
.
:

,%

ィ
：丨
ツ
チ
ル'は
社
會
科
學
.を
理
論
的
科
學
i
實
踐
的
科
學
と
に
分
ち
、
前
者.は
存
在
を
、
後

者

は

當

爲

を

研

究

す

る

士

爲

し

、 

而
1>
;て
：後
者
.の
'.內
容
は
最
.髙
0
規
魄
を
論
ず
る
偷
理
と
、
之
を
實
際.の
具
體
的
事
實
に
當
嵌
め.て
：、
.批
判
し
且
つ
'手
段
を
請
ず
る
所
.の
ぺ 

政
策
と
の
'
:
1
.
1
0

の
部
分
を
含
む
.^
の
と
し
た
。

デ
：ィ
I
ッ
.土
ル
の
.此
區
別
は
、從
來
の
經
濟
政
策
思
潮
：に
之
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、或
ば
成
功
す
る
か
も
知
.れ
な
い
。

f

此
ニ
.つ
の
： 

對
立
は
可
成
り
明
瞭
に
.多
數
：の
桌
說
€
屮
に
看
取
し
.得
る
<0
で
.あ
.る
0〉

併
し
な
が
ら
、
吾
人
を
し
.て
_言
は
し
む
.る

な

ら

ぱ

、
餅

く
<?
>
'
如

ぎ
 

分
類
法
は
經
濟
.の
.世
界
へ
倫
理
學
の
.觀
念
を
適
用
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

縱
令
ひ
倫
理
學
の
世
界
に
於
て
そ
れ
が
芷
し
い
と
し
て
も
、 

經
濟
政
策
の
.根
本
規
範
と
し
て
倫
理
的
觀
念
を
持
つ
て
來
る
こ
と
は
、
斯
學
硏
究
方
法
上
の
，誤
り
を
犯
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
又
同



經
濟
政
镔
の
蠢 

六
.

o
.

 

O

S)
時
に
政
策
上
の
論
爭
を
鷲
最
後
に
霊
の
問
題
^
;し
て
未
解
決
.に
終
ら
し
.む
る
お
そ
れ
が
あ
.り
、
經
濟
の
醫
目
的
と
し
で
爱
へ
る

杧
は
適
當
で
無
い
。 

、
/

‘
て

：

：

、

吾
々
は
寧
ろ
斯
樣
な
«
理
的
制
斷
を
除
外
し
、
純
释
に
經
，濟
的
な
る
麗
を
施
さ
ん
と
欲
す
る<>• 

•デ-ィ
I
ッ

1
ル
の
..所
^
る
**

±
#
勺 

历
切
に
從
つ
た
全
體
5

的
觀
察
を
加
へ
る
紫
は
殆
ど
全
く
、
非
經
濟
的
な
目
的
を
ば
、
國
民
經
濟
的
福
祉
又
は
坐
產
力
の
.概
念
の
中
.
，
. 

一
に
：包

含

P
:

傷

I

:の
で
.ぁ
る
。
此
等
袅
つ
て
は
、
概
念
の
內
容
は
複
雜
と
な
-
0暖
昧
に
陷
り
、
時
に
は
主
齓
的
な
る
馨
觀
、
、 

生

觀

の

.如

き1

:

1入
し
、
，.結

局

科

學

的

时

究

I

に
加
へi

と

鏡

意

味

と

化

し4
不

明

瞭
I

論

議
I

始

す

み

とi

結 

果
l

l

i
得
I

。
#
人

は
■

、
.園
民

經

濟

的

福I

は

生

產
 ̂

取

つ

，て
，
，
斯

く

'の
.却
き
方
法
上
の
誤
_
の
爲
に
如
何
に
議
論
が
恣
意
的
な
結
論
を
坐
む
か
を
指
摘
し
^

つ
て
C

S
概

客

，
意

義

を

合

理

的

.に

明

^
な
.ら
し
め
.、
.合
理
的
經
濟
政
策
の
荡
礎
を
確
立
し
た
い
と
1
ふ
0 

ち
デ
ィ
丨
ッ
土
'ル
の
所
謂
る
個
人
主
義
的
倫
理
原
則
に
出
發
じ
そ
輕
濟
の
自
標
を
^

&
-ア
：ダ
ム

-4
:ス
.'5
ネ
が
.あ
名
0
:
;
:
'
-
.
ノ

 

.

.

.

.
へ
.
.ノ：

.'.'I 

....

.ふ
'
I

 

K
.

の
树
著
於
セ
藝
民
の
富
を
如
何
に
し
て
增
加
す
ベ
ぎ
.か
が
經
 ̂

:

ス
ミ
ス
は「

國
富
と
は
何 

ぞ
―

名

い

ふ

問

題

に

對

し

て

國

民

の

勞

働

に

：

依
つ
て
年
へ
々
：產

出

せ

，ら
：れ

I

產

物

，の

總

額

を
指
ず
I

と
解

し

て

，
居̂
o 
.然

が
も
此
: 

.富

は

可

及

的

高

銎

換

價

値

慕

び

る

I

が
.望
ま

し

い.と
考

べs

:

2る
0 

5

S
袞

^

せ

る
.一
部
(0
'人
^
は

此

處

に

；ス
ミ
ス
，の

國

富

論

：の
：童

大

欠

陷

を

指

摘

し

だ

0:
.
例 

從

前

よ

りS

--
, 

:

廉
S

蕾

I

:
で
I

生

産

物

：
I

出

せ
|

、

場

合

に

は

、
.談

財
0
交

換

齡

毖

下

す.る
が

故

に

、.之
|

羽

せ

ら

る

、
务

働

者
の
坐
產
ヵ
は
低
卞
し
、
國
富
ば
減
少
し
た
と
言
は
.ざ
る
を
得
な
い
。
斯
樣
な
結
論
は
明
に
背
理
で
あ
る
。
.旣
.に
十
九
世
紀
の
初
に
於
て 

B

1
ダ
デ
ー
ル
，_
.は
交
換
.價
»

を
黨
要
|1
|

す
る
'ス
：ミ
ス
<D
說
.を
攻
擊
し
、：

公
共
の
富
は
、
有
用
快
適
な
.る
財
貨
が
可
及
的
多
大
に
存
在 

す
る
こ
と
で
あ
つ
そ
、
交
換
衢
値
の
零
ゆ
近
い
程
、
.其
國
民
は
顰
か
な
の
で

あ
る
と
言
つ
た
。
唯

々
若
し
双̂

濟
的
に
視
る
場
合
に
.の 

み
各
人
は
髙
い
交
換
慣
値
の
財
貨
即
ち
稀
少
性
を
備
へ
た
財
貨
を
持
つ
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
お
る
パ
註

32)

.，と

.
。
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W
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m
e
a
n
s
p

a.
d causes, o

f
S-
3-
O
J
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袋
^
. 

u
, 

:
:-
l
oo
0
4v,
-參
照

べ:.
:
v
-
, 

' 
"
:
.
.

■
V 

フ
.
v
vこ：
，
1
.
.
' ,:
-
'
'

;■
;
ロ
：1
:ダ

デ
ー
ル
卿
の
攻
氧
に
はI

理
，が
あ
る
。
併
し
單
に
非
難
の
み
で
は
問
題
は
.解
決
さ
.れ
な
い
o
公
共
の
富
を
增
す
に
ば
確
に
富 

の
存
在
量
の
.增
加
が
奪
ま
し
i
b
.け
れ
ど
も
各
個
人
の
|昆
は
.財
の
稀
少
性
の
衝
.大
に
依
..つ
て
增
加
ず
る
と
ぃ
ふ
.の
で
ぁ
るO

此
個
ん
の〔

. 

利
益
と
公
共
、の
刹
益
と
の
相
反
は
如
何
：に
解
決
す
べ
き
か
。
ス
ミ
ス
は
彼
の
自
然
的
調
和
の
信
念
ょ
り
し
て
此
.ニ
律
背
反
に
は
深
い
注 

意
を
拂
は
な
か
つ
允
様
で
.あ
る
。
寧
ろ
各
個
人
の
利
益
追
求
.は
結
局
公
共
の
利
益
を
坐
み
出
す
と
ぃ
：4
信
念
.に
立
つ
以
上
、
如
上
の
非 

離
を
.敢
て

顧

石

必

要

は
.な
い
.に
相
違
な
い
o〈 
ロ
ー
る
ァ
ー
.ル
卿
は
論
旨
の
不
徹
底
を
あ
擊
し
た
：
0 

.
併
し
ズ
ミ
ス
の
1

を
攻
擊
し
な
か 

->
'た

-：
0
然
る
に
問
題
は
寧
ろ
後
卷
に
在
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬo 

: 

'ノ 

：
:
:

「

:
:
.

:

デ
：ィ
ー
ス
^
ル
の
他
の
偷
理
的
原
則
を
保
持
し
、
.
.ス
ミ
ス
の
坐
產
カ
說
に
反
對
し
て
_
特
の
生
產
カ
.說
を
唱
導
し
た
も
0
に

證

0
: 

國

民

由

義

者

フ

：
リ
：：

1
ド

，
リ

ツ

：
ヒ
；

•
リ
ス
兮
が
あ「

る
。
リ
ス
ト
ゆ
ノ
私
利
-̂

尊
衝
し
^
霞
を
經
觀
的
財
貨
に
廐
る
所
の
^

‘
ズ
^
個
人

 ̂

義
や
物
質
由
義
^
眞
向
か
か
反
#
し
、
鼯
民
0
精
#
ヵ
、
國
家
0

^

1

，種
の
神
秘
的
な
經
濟
的
目
的
を
考
へ 

る
。
；
ス
ト
が
ス
ミ
ス
一
派
の
坐
產
カ
說
を
非
難
し
て
~|
豚
を
飼
養
す
る
も
の
は
蛊
產
的
な
る
社
會
成
員
で
、
人
間
を
養
育
す
る
者
は 

不
坐
產
的
な1

員
で
あ
る
か」

と
皮
肉
の
言
を
里
し
た
の
は
有
名
で
あ
る
。

.
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^

.
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‘
濟
.政
策

.©
'
.目
的
.
.
'
：
..- 

六
-ニ 

，
ベ
さI 

デ

る
の
が
經
濟
擧
.の
目
的
で
.あ
石
。
然
か
も
此
國
當
と
は
決
し
て
經
濟
生
活
上
の
目
的
物
だ
る
財
赏
の
み
を
指
す
'も
0.
で
な
ぐ
、
人
類
办 

文
化
的
、
道
德
的
、
自
然
的
其
他
あ
ら
ゆ
る
社
會
上
の
坐
活
領
域
に
瓦
る
幸
福
を
包
含
す
る
も
の
で
;̂
る
。
リ

ス

ト

は

斯

く

の

組

き

^

哑 

に
貢
献
す
る
要
素
を
總
て
坐
產
力
と
呼
ぶ
。
從
っ
て
生
產
と
は
物
質
的
財
貨
の
み
な
ら
ず
精
神
的
財
貨
の
.坐
齑
を
も
包
含
す
る
の
で
あ 

る
。
彼
の
言
葉
を
藉
り
各
な
ら
ば「

國
民
の
坐
產
力
と
は
唯
々
單
に
筋
肉
、
節
約
、
道
德
、
並
’に
，努

力

、

將

た

或

は

自

然

的

資

源

や

物 

質

的

資

本

財

ぬ

依
0
て
條

件

：附

げ

ら
.れ
る
許
り
で
な
く
、
尙
ほ
又
社
會
上
、
政
治
上
並
に
市
民
的Q

制

度

や

法

律

に

：依

っ

て

も

、
將

た 

V

又
其
國
民
性
0
永
續
性
獨
立
性
並
に
權
ヵ
等
の
保
證
に
依
っ
て
も
條
件
付
け
ら
れ
る
が
キ
あ
'る
じ
&

六)

.と
。

•

ノ

.

(

註
六)

：
"
，

•
“ 

..Das. national. System' der ..POKtischen

o:konomie (Ausgaw. von, Sommer, 

1
9
3
S
.
.
S
.

01
-
1
, 

zitnach. Lstke. H. 

D

矿 TheoHe der produktiven KrSfte, 1935 S. 46. 

'

.
上
記
の
引
用
か
ら
觀
て
明
白
で
あ
る
如
く
、
y
ス
ト
の
い
ふ
福
祉
は
、
經
濟
的
な
も
0
に
局
限
せ
ら
れ
な
い
で
、人

間

着

_

の
目 

的
と
し
セ
之
を
解
し
た
方
が
ょ
り
適
切
と
思
は
れ
る
樣
で
あ
る
。
彼
に
於
て
は
-
國
民
が
意
識
的
に
設
定
す
る
あ
ら
ゆ
る
目
邮
へ
の
努 

力

が

總

て

皆

福

祉

.に

貢

献

す

る

も

の

で

あ

り

、

又

生

產

カ

の

內

容

を

構

成

す

る

，の

で

あ

る

0
:
斯

難

に

目

的

£>
內
容
が
多
岐
多
端
.に
]|
:
っ 

て
居
る
時
は
、
一
手
段
-0
效
果
を
判
斷
す
る
基
準
が
幾
っ
に
も
算
へ
ら
れ
る
に
相
違
な
く
、從
づ
て
總
て
^
產
ヵ
の
：
內
容
を
ー
-
義

的

に

決 

楚

ず

る

こ

と

も

出

來

な

げ

れ

ば

、
又

一

個

の

方

策

が

如

何

な

る

程

度

に

於

て

坐

產

的

で

あ

る

か

を

，
^

決

す

る

こ

と

も

不

可

能

で

あ

'る

C 

赏
故
に
各
種
の
目
的
を
整
璉
統
一
す

る

別
の
菡
準
が
、
吾
々
の
當
然
の
合
理
的
要
求
と
し
て
起
っ
て
來
る
o
そ
ft
を
唯
A
/
m
f
c
國
玲
的 

福
祉
と
か
經
濟
的
生
產
力
と
い
ふ
雜
然
た
る
價
値
0
綜
合
概
念
を
以
て
滿
足
す
る
，こ
.と
.は
>

#

_的
體
系
^

.こ
と
；で

き

。.或
最
高
の
：價
値
概
念
が
明
確
に
了
解
さ
れ
、
之
に
.侬
つ
^.1

切

：の

手

段

龙

策

に

：判

斷

取

下

ぁ

れ

.る
時

に

變

、吾
々」

は
抖

學
的
な
.る
政
策
體
系
を
樹
弈
し
得
る
0
で
あ
る
？
吾
允
は
^
.ス
ト
の
生
產
カ
論0
中
に
國
民
の
幸
福
：を
願
ふ
熱
猜
：を
看
取
し
：得
右 

ど
も
"
論
.理
的
に
所
論
を
完
成
す
る
方
面
に
於
て
は
缺
け
る
所
が
^>
.っ
た
と
思
は
れ
る
？
書

昧
0.
獨
逸
0
國

際

的

他

位

.や

國

內

の

玫 

治
經
濟
的
事
情
が
彼
を
し
て
斯
ぐ
.の
如
き
主
張
を
爲
さ
し
め
.た
と
い
ふ
こ
.と
は
、一
其
由
つ
て
來
た
る
所
以
を.說
明
す
る
：に
は
：役
立
つ
；と 

し
.て
\

,
論
理
的
不
正
確
の
非
難
を
辯
護
す
る
理
曲
と
は
教
ら
ぬ
0 

.

リ
：ス
ト
.の
主
張
に
は
所
謂
る
.ロ
マ
シ
チ
カ
ー
の
影
響
を
受
け
だ
所
が
多
分
に
窺
は
れ
る
o)

即
ち
國
富
と
い
ふ
も
の
が「

各
個
人
全
體 

C6
绝
產
ガ
の
總
計
を
意
味
す
名」

も
の
で
な
く
'

全
坐
產
力
は
主
と
し
て
.國
民

の

社

會

狀

態

や

政

治

；狀

態

ば

依

0
將
た
又
特
に
»
民
が 

窝
部
に
於
て
生
產
カ
の
分
業
と
協
カ
と
を
有
效
な
ら
し
め
る
其
程
度
如
何
に
依
っ
て
條
#
ず

け

ら

れ

る

」

；ど

い

ふ

金

體

.主

義

的

な

る 

:
T

妞

が

、
：
即

ち

そ

れ
.で
あ

る(

註
七)

。
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.
;

-

-
e
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v
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K

.

T

^

^

.

i

 ̂

 ̂

.

•-
'■;
:リ
ス
ド
，
の

影

響
.の
下
に
立
ち
、
又
現
代
に
於
9-
.
.る
“
：マ
^

^

ト
マ
，t
:ルv

シ

X
ン
の
所
說
は
、
經
濟
に
關 

ず
る
：其

獨

特

な

有

機

的

解

釋

00
故

に

吾

人.の
洼

意

を

惹̂
>
,
に
、足

：る
も
の
1で
あ
る> 
シ

ラ

バ

シ0.
.全
：體

主

義

叉

は

齊
|
|生
義
8

は̂
デ
：
ィ 

1
ッ
.

h

ル
.の
所
謂
る
社
會
的
原
則
に
則
っ
て
届
る
と
.言
っ
て
ょ
く
、
個
人
は
全
體
の
爲
に
の
み
存
し
、
全
體
の
.爲
に
役
龙
っ
程
度
に
應 

t
て
評
價
ざ
れ
.る
と
說
ぐ
o1

社
會
は
.
.
.
1
つ
の
#
機
的
.：1
體
を
爲
し
、此
全
體
.は
又
多
數
の
部
分
的
全
體
に
分
た
れ
、
而
し
て
ー
0 

.分
的

金

體

ぼ

更

：に

其

又

：下

位

0
部
分
的
全
體
に
侬
っ
で
有
機
的
に
構
成
さ
れ
旮
0
.社
#'
的

金

體

：は

其

自

體

ど
1>
:

^

1個
 

り

、
究

極

目

的

：即
ち
：價

値

0
實

現

を

自

指

し

：て
居
る

'0
シ
‘
：.パ
ン
の
主：

張
^
巧
に
要
約
せ
る
リ
ュ
ト
ヶ
<0
言
葉
を
,
1)
:
を
#

^
ば
' 

「

社
會
は
、
自
然
を
其
對
立
物
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
其
自
體
一
ー
っ
ひ
領
域
に
截
然
と
區
別
さ
れ
る
。
價
値
の
領
域
、
及
び
手
段
の 

領
域
が
即
ち
之
で
あ
.る
。
價
値
比
直
接
の
妥
常
性
を
持
0
所
の
終
局
目
的
で
あ
り
'
其
楚
認
，の
爲
に
.ょ
り
高
位
の
も
0
を
耍
し
.な 

.

.經
濟
政
策
の
目
的 

C

六
三
^

.

；



il
s
濟
政
策
の
目
的 

六

四

へ

六

四

.

)

い
P
其
自
ら
の
中
に
此
是
認
5:
-
持
つ
て
.居
る
0
.

『

便
値
と
ば
其
故
に
、
其
自
體
の
本
質
の
ヵ
に
依
つ
て
妥
當
す
る
.切
の
も
の
で
あ
る」 
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.斯
く

の

，如

き

價

値

と

は

聖

、
眞

、
善

.、
美
、
貴
等
々
で
あ
るo

此
等
の
價
値
に
對
立
す 

;
る
も
の
が
終
極
目
，的
に
役
立
つ
所
の
手
段
の
領
域
で
あ
る
。,

一
方
に
於
い
て
は
價
'値
、
他
方
に
於
て
は
#
在
の
：世
界
即
ち
因
染
の
世 

.
'界
に
於
け
'る
憤
値
實
現
は
相
分
離
せ
ら
れ
る
二
つ
の
物
で
あ
る
。

一
つ
の
價
値
を
實
現
し
得
み
も

'Q

は
總
て
皆
手
段
で
あ
'る
。
手
段 

.v
aは
價

値

の

：實

現

者
#
^

り
其
自
體
办
價
値
を
持
.つ
て
居
ら
ぬ
d

v

s

:

v
: 

ぶ

^̂
^

:

,,
-'
;
:
:
@
八
>
1ド
|

:
ハ
同
書
七
：0
真
：
'
.
:
;
ド
ノ
> 

;

.
-
.
, 

V
V

V'
',.

';
.'
;v
'
:
:
'
':
.
-

:

.
,其
處
辩
經
濟
は
如
何
^
る
領
域
に
屬
す
る
.か
と
.い
.ふ
.に
、
.そ
れ

杜

党

全

に

，手

段

の

領

域

に

屬

す

:̂
0
經

濟

と

ゆ

目

的

に

役

立
.つ
所
CD
. 

^
段

に

過

ぎ

：な
い
'6
?
目
的 

定

の

選

擇

が

：

行

は

れ
r
手
段
の
世
界
、
給
附
の
世
界
は
之
に
從
つ 

てI 

;つ.
.の
有

機

的

柳

成

«

に

 

經
濟
學
の
中
心
問
題
は
給
付
概
念
及
び
給 

'，
付
理
論
'に
外
.な
ら
ぬ
？

ド

3
狹
0
坐
：產
カ
の
现
論
呔
此
經
濟
の
定_

ょ
り
し
て
容
易
に
類
推
レ
得
ら
れ
：る̂
お
ら
ぅ
0
ー：即
ち
經
濟
：は
其
與

現
せ
ん
^:
す
る
.に
當
つ
.て
.、
必
ず
多
少
の
效
果
を
裔
ら
 

此
效
艰
こ
そ
は
即
ち
經
濟
の
坐
產
力
.と
呼
ば
れ
る
所
の
も
の

に
外
な
ら
ぬ
モ
目
的
^

^
に
役
立
つ
も
の
は
故
に
韈
て
等
し
く
坐
產
的
で
あ
る
と
言
ひ
得
る
の
で
办
る
。

然
る
に
一
.方(

'#
'

手
段
0

1定

の

給

付

ば--
'

其

目

的
 

'1
>
て

表

は

さ.れ

る
-:
0
其

故

に

或

價

楮

を

持

つ

手

段

は

總

て

：皆

生

產

カ

0
^
^
 ̂

而
し
て
價
格
ば
全
體
. 

主
義
の
理
論H

於
て
は
> 

1
、經
濟
手
段
が
全
體
を
構
成
す
る
有
機
的
な
編
制
に
參
加
す
る
其
編
制
上
の
地
位
の
>量
的
表
現
で
ぁ
.り
、

一
. 

，
つ
交

：
は
：多

數

の

.鞲
成
.體
に
縞
制
さ
^
^
^

全
體
の
經
濟
的
構
成
か
ん
下
さ
れ
る
。
而
し
で
"シ
み
パ
ン
の
言
葉
に
依
れ
ば
v
«
格

頌「

經
濟
の
正
し
き
發
M
及
び
花
し
き
㈱

！
l
oJH 

し
ぎ
表
現
で
办
る
場
合
.に」

_之
を
公
茈
な
る
慣
格
と
い
ふ
の
で
あ
る
:0
:
:

(

贱
九
> 

パ
2

(

訪
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前
描
書
七
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〇
頁
參
照
、
及
び

 

Spann Fundament der voukswirtschaftslehre, 4 

J42'

參
照
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以

上

に

於.て
頗
る
簡
單
に
必
要
箇
所
.を
述
べ
た
-°
-
.シ
ラ
パ
.ン
の
學
說
に
於
で
ば
目
的
^;

す
る
爲
の
手
段
の
意
義
、
手
段
の
領
域
に
於
け
る
其
構
成
、
坐
產
ヵ
の
：意
味
、
價
格
の
決
定
及
び
公
庀
漬
格
等
の
概
念
は
論
理
的
に
明
確 

に
.现
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
？
リ

^
ト
ヶ
が
諍
し
て
'日
く「

.オ
ト
：
マ
ー

ル«'
シ
4
バ

^
0'
普
遍
虫
薷
0
學
諫
は
完
全
ぬ
亂
立
し
，

^

固

.に
結
合
せ
る
體
系
を
示
し
て
居
り
"
異
常
な
嚴
格
が
と
明
瞭
さ
と
b
備
へ
た
思
想
體
系
で
あ
る
o」

f
i一
 
〇
>
:と
述

ぺ

'た

の

は

芷

に

其 

通
り
で
あ
る
。
併
し
リ
，
ト
ケ
は
又
次
の
様
に
も
書
い
.て
居
る
。r

シ
t
ハ
ゾ
は
其
_
か
ら
構
成
.せ
る
概
念
仏
關
I.
て
本
體
論
的
見
地
を 

代
表
し
て
鹿
.る
。
帔
0
嚴
本
概
念
た
る
範
疇
は
彼
に
取
づ
で
ば『

存
在
の
稂
本
様
式i

 (
S
p
a
n
n

 iwatê
orienlAre, 

S. 

4
9
)
％

あ
る
。 

範
_
の
此
求
體
論
的
見
解
は
、
概
念
が
、
論
理
的
に
の
が
思
考
せ
ら
れ
る
結
果
と
し
で
、
.琪
實
的
.に
も
狀
#'
在
す
る
%
.の
.
で

な

け

ル

ば 

な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
、
即
ち
概
念
は
現
實
の
中
に
含
.ま
れ
で
.居
る
ど
い
ふ
こ
.と
：を

意

味

す

る

。
：
即

か

實

祛

が

.概
舍
ょ
»)
:導
出

せ

が

れ» 

概
^'
:
の
#
按
す
る
と
と
も
亦
概
念
か
ら
推
論
せ
ら
れ
る
の
1?
あ
る」(

驻
.ニ

>と
0
'
: 

'

ー:-
';ぺ：ノ
錢
.：|
〇〕

'
.1-
<
5
1
2
^
前
揭
書
''ブ

卜 

-
• 

V

'
海

ぐ

ス

虎

^̂

シ

*
パ

ン
'
0寧

說
..が
：本
體
論
的
觀
察
の
上
ー
に
立
づ
：
て

居

冬

と

ぃ

.
ふ

こ

と

は

ス

然
ら
ず
ん
ば
理
論
は
何
等
..の
安
當
性
を
主
張
す
る
こ
と
も
出
來
ぬ
。
經
驗
の
上
に
立
ち
理
論
の
助
を
藉
り
る
所
の
經
濟
政
策
に
於
て
も

,
.經
濟
政
策
の
0 -
的 

.六

.五

®
六
笠)

.



經
濟
政
锻
©:
自
，牧 

.
• 

. 

《

六
山「

>

亦

同

，様

マ

あ',る
•
其
目
的
:̂

飽
く
ま
で
.實
謎
的
に
、
>現
實
に
#
往
：せ
る
.事
，實
か
ら
.柚
«-
せ
，.ら
れ
^
ば
な
ら
ぬ
？
然
る
に
シ
A
'パ
ン

'に
あ 

っ
-て
は
、
概
念
が
先
づ
存
し
、
現
實
は
之
ぬ
適
合
，す
る
1
0.
'と
^'
^.
や
:̂
:
れ
を
0
:目
.的

が

先

驗

的

に

定

っ

て

居

っ

て

現

實

は

之

に

從

っ 

て
編
成
せ
ら
れ
'る
も
の
、
•と
想
定
せ
ら
れ
て
仕
舞
つ
て
居
る
9

バ

' 

.
'

斯
る
が
故
に
吾
々
は
シ
•ル
バ
ン
の
事
說
か
ら
經
濟
政
策
の
目
的
に
就
て
具
體
的
な
說
明
を
得
る
こ
と
を
斷
念
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
單
に 

目
的
に
經
濟
と
し
て
の
意
義
が
附
せ
ら
れ
な
い
許
り
で
な
く
、
目
的
其
物
が
超
經
驗
的
に
定
め
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

一
一
，
単

藤

に

擧

げ

た
9-
,
K
や̂

今
3

4
咚
虫
ま
6
ず
、
，何
^

^

.

「

個r

家
と
か
其
他
名
稱
の
如
何
h
問
.は
^
取
p

 

g
t t

逾
乾
認
办
も
v:
^ :
人
の
^,
爲
■
版
务
體
QS
意
思
に
依
っ
て
左
右
せ
ん
と
す
る
思
想
は 

擎

何

等

#
の
犓
齡
敗
後
信
念
b
置

礎

に

&
;い〗

で
居
％

#

檄
だ
'衝
念
^
.
1
^
賢
際
現
象
_
卞
さ
れ
怒
勸
制
觀
疼

_
^
 ̂

的

安

叢

を

^
求
1>
:得
：な
^
。
へ
：即

ち

其

根

底

も

蛋

觀

的

&
要

象

馨

矿

ぢ

で

あ

づ

す

.、
#

要

求

證

鄱
 

©.
々

は

今

や

此

等

の

菲

經

濟

的

な

ー

脉

獨

特

^
社

免

觀
^

出̂

潑

ず

る

坐

產

ガ

な

龜

ょ

れ

^

:

^

^

.

之

に

依

っ

て

は

國

段

經

濟

的 

塞

力

玖

ぬ

國

民

的

一

禍

碰

の

概

僉

を

明

確

呤

觉

.む
が

匕

：扣

妒

叱

來

鴕
^

;:
;

'
 

純
猝
經
濟
的
钇
觀
察
を
施
し
以
て
含
现
的
な
る
經
敗
政
笨
ひ
其
蟲
&
赚

^

純

粹

經

濟

的

觀

察

と
^
ふ
0.
私
隱
理
_
ぬ
表
現
ず
れ
ば
、
.
”吾
々
0
坐
活
れ
事
實
匕
袁
取
擧
げ
、
鉍
也
活
活
働
^

15
1
:
的
觀
良
を
施
ー 

す
こ
と
、
而
し
て
其
一
面
と
し
て
經
濟
的
方
®
を
取
擧
げ
旮
こ
i
:で
あ
る
。
吾
々
.
'のー
、
，
械

藥

が

の

目

的

に

向

つ

て

努

カ

し

つ

、
あ

る

 ̂

の
生
活
を
ば
或
價
擬
現
の
爲
.の
行
軌
.と
し

て

承

認

：し

、

''
-';硏
究

膝
«:
-處
か
ら
出
發
ず
.る
^
經̂
濟
的
方
.商
を
兒
.る
と
い
ふ
の
は
、
人
間
が 

自
己
の
欲
望
滿
足
の
‘爲
に
^
0
足

串

段

ゎ

外

部

の

诋

界

か

：ら

獲

#,
1ャ
る
所
の
方̂

だ
,

す
る
こ
と
で
あ
る
.0

吾
々
は
、
.

E

的
が
.可
炎

あ
を
か
と
か
、•何
で
.な
±
^
ば
旗
ら
.ぬ
か
|:
問
ふ
が
夺
で
^'
技

い
,9
^
1
0̂-
齋
現
の
嚴
ぬ
^ -
要
な
.る
手
既
が
欠
乏
し
て
居?>
'
場
合
に
、
：
 

何
等
，か
の
方
法
に
依
_
'
で
種

：々

：

0'
.
手
段
^'
;
調
寒
ぜ
.ね
ば
な̂;

^ :
«

民
‘
：が« '
一 

"で
あ
り
此
ハ
手
段
が
唯一

つ
で
あ

る

な

ら

，

ば
’、問
題

は

簡

 

車
で
あ
，る
が.、
_

的
;1
>
-
:將
だ
東
手
段
^

%

^

な̂
.場
合
に
必
或
|

^
^:
|
:つ
.て
欲
望
滿
.足
.手
段
を
調
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
欲
挲
わ
比.4 

.て
输
少
&

る
"；̂

乎
_

—

得
じ
：•
“：：然
^

^
# ;
«
# '
龙
微
は
丨
^

^

^

_

の̂
#

牲
を
以
で
可
及
的
多
大
の
效̂;
を
擧
げ
ょ
ぅ 

'■
<
?
:
^

:^
^

^

<

0̂!
經
濟
的
坐
活
が
起
客#

で
^ ,
る
。r
酸
澈
时
&

«
:̂
«
畢
潇
^'
赛
:̂
人
5|
)
:
'
办
會
0'
:
时
;̂
;
纸
蔽
の
^

賽
ギ
办
_

馨

、'庇
坐
澈
を
一
つ
^

«
へ
^-
^

だ

ず

畫
; ^
1^
卷
«

取

紀

雜
?>
0
銜
ぬ
敗
發
ず
^

9
へ
敗
に
_
處
に
於
て
$

妳
節
に
，姬

べ
^

^

黴

^

!

®、〉

爱

案

氤

的

繼

斷

'
"
.
翁

^

@
1
^

味i

題

.と

幾

.灯
>
v證

目

靈

$

$

へ
-i
之
が
滿
た
す
に
は
如#

^
す
べ
き
が
1
經
濟」

の
爲
(2
>
政
策
を
講
ず
る
者
に
取.つ
，て
の
_

題
で
あ
る
。

バ

ぅ

遍

經

濟

的

斷

暴

ぐ

經

牌

_

は
、#
-に
,

#

で
：
重

.
'又
ぼ
命
令
で

^
.飞
が
：、
'-
;
此
め
も
：.の
に
在
つ
て
は
、
政

策

は

^
ベ
^
ト

务

ィ

ル

：ブ
ォ
ラ
.シ
紀
の(

所
謂
る

^1̂
1

で
あ

.る
。
此
忠
务
を
採
用
ず
ベ
：
 

ぎ

.吃
«
ゃ
は

.ぐ
達
せ
ん
ど

.ず

.る
當

0
自

的

0 ;
經
濟
的

_
宴

性

^
谳

_
ぬ
諸

«
要

_
:
と

か

:

#

5

_吾
'々
：ば
此
纖
に
史
で
立^ :
:
る
^

£:
は
# '
さ
^ ;
:
ぬ
ザ
、蓋
^

目
的
,

に
關
^

る
；_

_

的
が
4

味
ば
,

_

6 ̂

’
'所
以
セ
あ
-る

か

ら

で

あ^;
。
、
：

 

- 

、
 

，
 

. 

’ • ..

/
所
で
此
立
場
か
ら
し
.て
人
間
各
自
の
行
爲
の
.經
濟
上
0
自
的
ほ
何
で
あ
る
か
と
#
べ
.；ば
、
：上.に
述
.べ
た

通.り
苽

及

的

多

火

の

.欲

望

滿 

足
&
實
現
す
る
様
に
.其
滿
足
手
段
を
獲
得
す
る
.こ
と
.で
.あ
るP 

_社
會
全
體
に
就
て
言
ふ
な
ら
ば
此
欲
望
滿
足
手
睽
‘€>
■-獲
得
の
.爲
に

ば

'財 

貨
-の
生
產
ぶ
唯
ミ
堪
_
.に'增
.進
せ
ら
れ
る
の
み
.な
ら
ず
、
坐
產
さ
れ
た
か
財
^ ：
が
目
的
通
り
に
消
費
さ
.れ
る
&•
と
換
言
す
^
ば
•或

息

味

に 

，
於S

て

適

常

に

分

配

さ

れ
.る
.こ
と

が

：必'要
，せ.あ
る
.。
*
俗

的

に.‘之
‘を
表
*
^.
^:
ば
.、
磐

坐

產Q

•適

當

な

ゲ

増

加

と

財

貨

分

配

の

公

疋 

•
_
_敗
缚
^

1

Ĥ&
K
.
.
六
七
O'



錨
濟
政
，嫌
‘
f

、的 

，

.

六
八
-

(

六
八
>

と
が

|
社
#-
^:
經
濟
0;
"
目
的
と
し
て
考
へ
ら
.れ
る
。
所
謂
'る
國
民
經
濟
的
生
産
力
と
か
國
風
經
许
！gi

.

肺
ど
い
ふ
言
葉
ば
通
例
、
0
 

の
增
加
と
分
配
の
公
茈
"と
い
ふ
ニ
つ
の
目
的
を
包
含
す
る
。
而
し
て
此
等
の
曾
歡
は
’從
來
多
齪
の
論
者
に
依
つ
て
频
繁
に
使
刖
さ
れ
來 

<)
•
た
に
も
拘
ら
ず
V
其
明
晰
な
る
內
容
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
說
く
人
^

依
つ
て
相
‘異
な
る
雜
多
の
要
素
を
包
含
し
て
居 

つ
た
。
此
混
亂
の
原
因
は
、1

つ
に
は
國
埒
的
と
い
ふ
言
歡
に
關
す
る
誤
つ
た
觚
釋
に
法
る
こ
と
前
述
の
如
く
で
あ
る
が
"今
一
つ
.の
萆 

0

^

_ば
* ;
ぬ

譽

：の
生
產
と
其
分
配
と
の
兩
分
野
に
ま
た
が
る
餘
ひ
目
的
の
ー
2:
性
に
鉴
づ
く
も
：の
'で
.あ
，
る

？
.
即

ち

人

間

の

欲 

望
の
滿
足
は
、
物
質
的
滿
足
手
段
が
唯
々
單
に
豐
富
に
生
產
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
丈
け
ヤ
保
證
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
坐
產
さ
れ
.た

進
せ
じ
め
.る
丈
け
で
は
r
決
1>
:
て
',
'
'
'
'
ー：社
#.
の
.經
»'
的
齡
酏
の
增
加
を
期
待
す
る
こ.と
；の
.出
來
る
も
«>
で
な
く
、
各
種
の
財
貨
が
適
：量
：に 

坐
產
せ
^'
^ '
缻
當
に
分
配
せ̂

れ
权
ぼ
私
ら
啟
ダil
t
-適
鸯
の
#

« :
、
.適
當
の
分
配
ど
^

^

意
陳
ず
ー
る
加
、.之
を
測
定
す
る
明
酿
な
紙
：

準
は
何
敗
ぬ
往
る
今
波
.が
問
顧
ず
あ
.る
¥

:'.
■
ミ

へ

'
'
.
v
'
.
'
:
'
3

减

へ
今
i
(D
.嘗

組

歡

0
节
に
.於
や
は
、各
人
.ば
或
單)
0
*'
思
纪
支
配
ぎ
作
や
財
貨
を
组
產
し
又
_
ら
之
を
消
費
す
る
の
で
な
く
、
各
自
. 

が
獨
■
$

»:
_
に
依
ダ
て
«,
濟
行
爲
备
み

"
‘
產
呔
交
換
$:
;
澉

ゆ

て

岗

時

ゆ

分

配

ぞ

坐

：む

』

の

で

軔

る'扒
ら
^
財

貨

象̂

 

と
卜
別
.
吃

引

離
^

べ

を

ぐ

‘
就
で
獨
立
也
る
坐
產
政
策
な
り
分
配
方
策
な
り
を
講
免
を
驛
に
は
ゅ
か
な
い
の
で
あ
：る
。
，假
に
經 

濟
_
福
_

6

_容
ど
し
‘て
又
生
藍
;̂
'
分
配
^:
を

別

菌

の

政

策

上

：
の

目

的

と

し

乜

_
並

べ
2,
;
と

丸

る

な

ら

ば

、
.其

兩

者

の

關

係 

貧

上

妞

慨

ぬ

解

徵

ぢ

べ
.き
か
0 
ニ
づ
の
目
的
が
例
へ
.ば
相
矛
盾
ず
ふ
檬
な
場
合
.に
、
如
何
に
之
を
»:
決
す
'べ
.き
如

、
、
と̂'
:ん 

然
起
.つ
て
來
る
‘に
相
邋
な
い
。
然
る
.時
，は

、
ム

此

等

ニ

つ
6
,目
的
«>
.

之

に

照

し

て

優

劣

の

判

斷

を

下 

さ
:̂
1

得̂

な

る

。
斯
ぐ
觀
じ
來
た
れ
ば
目
的
ば
結
局
> 
究

極

ぬ

於

て#
、
一
O'
丈
け
定
ま
ら
ね
ぱ
な
：ら
.灯
の
ゼ
.
ざ
0
:

炎
燃
が
^
謝
&
舶
上

^
目
的
ど
し
て
生
產
力
をIK K

ず
る
場
合
に
ば
.、
坐
產
ヵ
0'
意
味
：に
種
^
様
：々

<6
,議
論

が

、坐

じ.て
來
る.
0經
濟

的 

#
產

顏

_
會i

坐

產

力
:̂
國

战

經

濟

的

生

產

ヵ

と

私

經

濟

坐

產

ヵ

 

>價
値

生

產

ヵ

と.物
質
！

產
ヵ
、
其
他
稱
タ
の
通
俗
的
な
解
釋 

"に

嵌

が

味

が

_
沌
と
じ
て
#
杻
す
る
？
此
等
の
內
か
ら
、經
濟
政
策
の
目
的
と
1>
て
採
る
‘に
適
せ
る
觀
念
を
遝
び
出
す
事
、 

に
社
# :
®

<D
:
.經t

的
覦
祉
の
增
進
に
役
立
つ
と
へ
い
.ふ
意
味
で
，の
國
民
經
濟
的
^

產

ガ

の

：意

義

を

明

確
.に
定
め.ゐ
こ

と*そ
れ
.：： 

が
な
_

^

#
ダ

の

果
1
ギ

と

：す
る
仕
事
で
ぁ
ー
る

0 
.

, 

、

變

ノ

ぐ

ご
--
'
:
:\-
:.
-次

)

三
”
闻
时
：と
し
て
の「

國
民
經
濟
的
生
產
力」

.の
：解

徵

f 

，へ
^

產
が
#

意
_

を
經
濟
的
觀
察
以
作
の
方
面̂
ぎ
で
：擴
張
す
る.こ
と
0
誤
り
は
旣
.に
述
べ
た
通
办
で
ぁ
、る
。
即
ち
、
例6 

# -
效
职
_

_
げ
各
：に
役
本
久
-*
切
0:
:,行
潘
や
施
設
を
坐
產
的
と
看
做
す
と
と
：は
、
經
濟
的
觀
察
の
純
粹
を
汚
し
て
；、
徒
ち 

_

資
レ
セ
效
取
が
か
み
に
璐
ぎ
なv >
、
へ
所
で
今
問
題
を
經
濟
上
ね
意
味
に
於
け
る
坐
產
ヵ
舡 

晚
織
實
_

&
» .
1-
'
各

も

の

と

僵

的

叉

啟

藝
(0
:
經
濟
的
な
意
味
広
解
す
る
も̂
と
が
ぁ
务
。:舊
ぃ
:

,
物
質
« :
尤
戯
拔
楸
的
の
：生
菹#
と
ば
、
.自
然
な
.り
人
間
な
り
が
或
財
貨
を
作
り
出
す
能
ヵ
を
指
し
：て
言
.ふ
;0
或
土
地
が
洤
產
ヵ
を
持.
. 

ク
と
が
捧
た
從
と
：如
、
戈
ば
人
冊
は.壯
'年
時
代
に
於
て
.最
も
生
產
的
で
ぁ
び,,
»
幼
少
#

期
敦
び
老
.年
期
に
於
：て
は
不
坐
產
的
で
ぁ
る
と 

^

ぶ
-#
:
:^:
敏
；免
0
坐
產
ヵ
.と
ば
之
：ぬ
鳳
ず
る0
'-
此
言
葉
は
通
俗
的
に
最
も
屢
：々#

用
：̂
れ

：る
.も

の

'
:
.
で

斧

 

て
：
寫
 

.、る
と
.如
何
：に
漠
然
た
る
概
念
で
ぁ
る
加
に
黯
く
も
の
で
ぁ
る
0
;尤
^:
內
容
<0
'
漠
然
た
る
言
葉
程
、
通
俗
的
に
使
用
さ
れ
易
い
も
の
で
ぁ 

•る
が
。

，
： 

, 

-

'

’
V即
ち
此
意
味’Q

坐
藤
力
と
は
、
畢
竟
す
る
に
或
る
一
定
眾
依
ひ
勞
働
な
0
資
本
な
$
、
或
は
又
自
然
な
り
が
、或

.一
‘：.定

財

貨

の

量

を

何 

队
程
塵
出
デ
を
が
に
依
ヴ
て
测
定
せ
ら
れ
る
の
で
ぁ
る
が
、
其
大
小
を
表
現
す
‘る
に
ば
共
通
の
比
較
の
標
準
を
必
要
と
す
る
。
例
へ
ば
勞 

fe
:

於
良
策
.の
：目
敗 

六
*

C

、六
九〕

•



@

.^
-
锻̂

:^
-^
的
，-.
'

七 

o

t

o七 

0

0 

働
者
甲
成1 

'日，に
'幾
何
.̂
-
Wグ
ラ
み
の
右
炭
を
堀
出
す
が
、努
働
者
乙
は
同一

日
.に
、
ょ

-»
;
以
上
又
ば
ょ
:̂
以
下
の
置
を
採
®
す
る
と
>
.
, 

ふ
.が
如
‘ぎ
摄
合
'に
は
.、勢
働
者1',

日
郝
時
間
の
勞
働
釐
と
.い
ふ
，も
の
•■が
固

定

せ

，る

鉴

準

と

な

り

：*
石

炭

の

分

量

を

以

ズ

其

坐

產

ヵ

の

大

小 

が

測

ら

れ

石

の

：で

ぁ

る

。

或

ひ

は

又

、

,-
;
1定
量
の
石
炭
を
鉴
準
-と
し
て
、
之
を
採
掘
す
る
に
各
一
人
の
勞
働
客
が
何
時
間
の
勞
働
を
要 

す

る

か

，に

依

つ

て

坐

產

ガ

.の
大
小
を
測
定
ボ
％
夺
と
ん
出
來
.る
0
此
ニ
つ
の
•場
合
何
れ
に
も
共
通
な
こ
.と
は
、
比
較Y

J

れ
る
.效

艰

も

又 

比
較
^-
る
原
動
ヵ
も
そ
れ
ぐ
必
ず
1
1
.
.
猿
類
の
も
0
で
叙
る
と
い
ふ
こ
と
で
ぁ
る
0
勞
働
散
ら
ば
、
勞
働
相
五
間
の
'み
、
石
炭
な
ら 

_
炭

本

如

ム

產

物

相

五

間
0;
み

や
^
較

が
|
能̂
*:
€>
:で
ぁ

る0::
-
'
:
>
若
^
此

條
#
か

ら
_
れ

ぼ

相

異

；な
权
る
：额

_
の
终
働
3
^
^ ̂

類
の
產
物
に
就
て
柴
產
ガ
を
比
較
せ
ん
と
し
た
极
ら
，ば
如
#1
?
そ
.れ
樣
不
可
能
0

--
•
:言
に
盡
き
名
：0
'例
：：へ
'&
每
日
.
>
<
.
時
!(
1
]働
.い
て
y
量 

の
，右
炭
を
得
か
勞
働
と
;-
.同
じ
.ぞ
時
簡
办
努
働
舊
つ
兔
备

^
薩
を
得
る
も
め
と
何
れ
が
物
質
的
に
生
產
的
と
言
べ
多
で
^

か
0
之
は
秄
油
か
蒞
炭
を
數
學
的
比
加
へ
ゼ
れ
減
い
た
1
出
乘
ね
以
土
1

;
へ
：ら
れ
ぬ
問
題
ゼ
ぁ
：る0
,
.結
局
此
意
味
^
解

釋

し

た

氺

茆
’ 

力
と
.W
ふ
言
葉
故
、
：
上
記
办
場
合
ぬ_

疫
極
办
て
限
ら
れ
た
：る
變
好
に€)
み
使
用
溱
れ
#

る

ぢ

の

：：
で
：.ぁ

々

 

各

柿

.
の 

土
塊
■
各

種

ぬ

離

で

-

6

#咬
其
坐
產
ヵ
：の
大
小
势
ぞ
々
ず
：る
岑
と
.を
_許
 ̂

る
o 

加
ふ
る
に
又
一
般
的
な
經
濟
象
に
就
：

.て
晋
：々：

が
其
坐
產
ヵ
：の
、大
小
を
：云■
し
、：

吾
人
の
：經
濟
的
幸
福
.を
論
ずる
場
合
に
は
，
眾
に 

」

_

«
ひ
^ '
產
耍
素
お
產
出
#

る
v

»
«:
量Q

關
係
の
み
に
注
意
す
る
も
の
で
は
な
いo 

>

元
來
吾
入
が
坐
產
力
を̂ ̂

t

贫

と

-1
[
各
膽
队
の
も
.の
據
襄
甩
進
批
菩
人
の
經
濟
的
幸_

<5
>
;增
加
、
ン
換
言
：す
拃
ば̂.
]#
4

^

す
：
^
か
ら
’に
外
な
ら
ぬ
0〈

.然
み
に
財
貨
*.
が
ょ
：0
多
大
^

»
^;
^

い
：ふ
こ
'ど
ば
、
：
必
ず
：し
.も
ょ

得
か
ぱ
或
土
地
.が〗

宠
置
の
勞
働
ど
資
本
を
投
じ
て
、：
假
に
_

«
を
梃
準
と
1>
:
セ
小
麥
ょ
り
冬
米
|:
-多
量

に

生

鹿

ヵ

す

，
る

の

故

を

以

て

， 

後
者
.の
：み
ひ
耕
作
に
從
事
ず
る
ぐ
と
は

、

必

ず

し

’も

欲

望

滿

足
0:
墻
加
に
役
.立
：：っ
こ.と
に
な
ら
ぬ
0
,
:
旣
に
.他
り
土
地
を
耕
作
し
て
充
分

_
米

0
佻
絡
钇
確
保
1>
.て
居
る
«
啟
、
.縱
令
、
*
ば
％
备
も
他
办
或
種
办
財
貨
靱
ち
±
0
多
ぐ
0
欲
望
滿
足
 ̂

,產
ゼ
望
*
ぬ

相

違

ダ

い

ぜ.あ
.ら
ぅ
？

. 

.

,大
體

以£
办

埘

き

意_

1

.て

.、
物

質

的

、
に

き

し

：た

生

產

力

と

^
ふ

を

の

ば、
®

^

雕

ち

睜
-•
;
種
餅
め
李
段
、

f

一

(

種
類
の
效
姆
に
就
て
い
ふ
場
合
に
比
當
該
手
段
0

坐
產
カ
.の
大
小
を
論
_じ
# .
る
も
1>
で
|
 

o.
t

o

备̂

領

げ

て
-*
.般
的
に
此
較
す
る
.こ
と
が
®
姆
で
奔
る
ど
と
，

X
V叉
假
：に
#

理
的
な：

尺
度
を
藉
々
て
^
 

此
意
嗽
ぐ
觯
し
.た
坐
產
カ
.の
太
小
嵘
必
し
も
經
濟
的_
的
達
成
.の
效
垠
を
表
現
す
る
も€>
.セ
.な
^

4
い
^

,
:'
-
级
务
物
質
的
な
意
味
に
生
產
カ
を
觯
し
な
い
で
他
に
考
へ
ら
れ
る
方
法
と
じ
セ
何
が
あ
る
か
：と
い
ふ
に
、
興
分 

:戚
を
ば
、ッ
4
の
塲
合
の
樣
に
財
貨
0
敏
量
に
俠
づ
.て
测
ら
ず
に
::
>
直

接

に

欸

用

叉

ば

贺

用

性

、に

攸

：つ

て

测

る

：だ

：右

で

あ

る

。

生
產
力
の 

■̂
小
を
ば
直
接
に
蛤
^:
さ
る
，'
效
用
.の
大
小
に
依
つ
七
测
る
試
み
は
«
に
_
述

0

.

1欠
點

を

取

去

：る21
と
が
出
來
る
。

;•
:〉

即
が
第1

「

に
、
'
:異
な
々
た
坐
產
物
0:
效
果
に
就
.：て
も
、
個
人
的
な
比
較
ば
可
能
セ
あ
る
。. 一

定
置
.

Q

生

摩

要

素

が

ち

同
：：

一
右
數
の
米 

X'
'
は

小

家

於衝5
!

さ
れ
，る
^

し
て
も
、
其
何
れ
.を
钜
產
1*
る
.の
が

味

產

的

か

：は

、

*

該

產

出

物

の

效

用

の

.天

小

忙

依

づ

て

之

を

1

す 

る
女
ど.が
出

來

る

。
7
之

と

同

時

に

焚.软
用
の
大
小
は
即
ち
各
人
.の
：經

濟

的

目

的

達

成
4
の

效

梁

を

表

辑

す

：る
こ
：と

に

も

な

.る
0
若
1>
小 

.麥
'の
方

が

ょ

げ

大

だ

：る

效

用

を

齎

ら

す

と

い

ぶ

理

由

か

ら

小

麥

の

耕

作

に

從

ふ

な

ら

ば

、

そ

れ

は

と

り

も

直

さ

ず

土

地

;*
他

の

必

要

な 

%

^
產
.要
漱

が

ょ

げ

有

用
-̂
,

り̂
合
目
的
的
に
使
用
さ
れ
：た
こ
と
-に
な
每
0
'故
&
若
1>
效
用
^
测
定
が
1
般

的

に

：可

能

で

：あ
：る

な

 ̂

ば

、
，坐

產

カ0
意
味
を
效
用
坐
產
カ
と
解
釋
す
る
こ
と
は
頗
る
吾
々
の
目
的
に
好
都
合
な
1
の
と
い
ふ
と
と
が
出
^
る
0;
所
で
一
體
效 

用
の
测
萣
と
い
ふ
こ
と
iが
.可
能
で
あ
る
か
.ど
ぅ
か
。

之
に
對
す
る
答
は
、
不
幸
な
こ
と
に
は
否
定
的
で
あ
る
。
各
侗
人
に
取
づ
て
は
、
各
種
財
貨
の
效
用
を
比
較
し
典
强
弱
の
程
度
を
-

K
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'

'

:

經

證
_

目
的'
.
' 

- 

s
 

 ̂

$

r

v

こ
め
る
こ
と
ほ
出
來
.る
：で
あ
ら
：ぅ
が
、..社
會
二
戚
^
人
間
^
鈎
以
右
或
最
の
府
貨
が
ど
の
程
度
ゆ̂

: ̂

こ
と
は
出
來
な
v>
。
'软
用
；が
全
然
书
觀
迄
依
存
す

〔

る
個
人
的
な
も
の
で
あ
づ
て
、V客
觀
的
疋
ぬ
社
會
的
：の
：效
用
と
い
ふ
が
如
き
f

CD
: 

.存
在
ば
經
濟
敷
上
之̂

認
か
る
こ
'ど
は
不
可
能
、.：背
理
な
る
次
第
は
何
人̂

谷
总
し
細
解
し
得
る
所̂

^
ら
ぅ
し
、':
:
,:
:
又
所
謂
.る 

用
置
に
徳
ク
て
旣
に
充
分
に
指
摘
せ
を
れ
た
所
：で
あ
名
？
故
：に
來
と

/1
>
麥
.と
何
れ
；の
生
產
が
生
產
的
で
あ
る^:
を
其
^

ら
す 

大
小
^
あ
つ
.で
で
般
的
に
測
定
す
：る.こ
と
は
不
可
能
で
あ
る。
，：：.

"更
に
.又
，之
把
就
て
は
他
に
全
然
意
見
.が
：な
：い
で
も
な
い
。
例
へ
ば
嘗
て
獨
逸
に
於
て
有
カ
で
あ
づ
た
經
濟
學
上
の
愉
理
的
學
派
が
在
'

.

る
o
此
蔡
派
は
效
州
坐
產
カ
說
.を
否
定
す
る
こ
と
は
す
る
の
'で
あ
る
が
ノ
.別
に
：

|

種
©
,效
用
生
產
カ
說
を
包
懷
：す
る
の
で
あ
る
0.
即
ち 

限
|

用
學
派
が
考
へ
て
居
る
機
に
效
用
が
：純
主
觀
的
な
感
覺
で
あ
.つ
て
社
會
的
な
標
準
と
し
て
全
く
役
に
立
た
ぬ
も
：0
:で
あ
る
と
い
へ 

ふ
意
：兇
か
ら
之
..に反
_
す
る
の
で
な
く
て
、
效
用
の
範
圍
が
所
謂
る
傭
に
不
丐
悪
徳
.と
考
：へ
ら
れ
る
も
の
を
も
包
含
す
る
こ
と
を
恐 

れ
で
反
0
す
.る
©
'で
あ
る
。
而
し
て
欲
望
一
般
に
或
倫
理
的
刺
斷
を
加
.
.へ、
■.之
'に
依
つ
て
疋
當
視
せ
ら
る
.
\種
類

の

欲

望

滿

足

.に
役
立 

つ
枝
爲
，の-̂
'
を

指

し

で

坐

產

的

と

考
'へ
る
の
で
あ
る
。
，a 

ャ
1

*
ヮ
グ
ナ
ー
、
シ
ェ
フ
レ
ー

、
シ
ュ
'モ
ラ
一
等
何
れ
も
此
種
0
學

.

1#
把
屬
す
：る
。
仞
.へ
ば
フ
■リ
ー
ダ
•
ヴ
ン
デ
ル
リ
ッ
ヒ
の
引
用
す
る
通
り
、.
シ
ュ
モ
ラ
ー
は
次
の
如
く
述
べ
て
居
る「

或」

^
の
'目
^

® 

濟
組
输
は
.唯
單
に
財
貨
を
坐
產
.す
る
と
.い
ふ
自
的
を
、持

0
許
り
で
な
く
、
尙
ほ
又
同
時
に
、
社
會
の
存
續
：に
^

的
要
素
の
坐
產
.に
'對
す
る
容
器
た
り
、
.產
出
原
因
た
り
將
た
又
支
柱
た
ら
ん
.と
ず
る
目
的
を
持
つ
て
居
る
：«-
'
.と
。(

跬 
一
ニ
レ
又
ヮ
グ
ナ
ー 

を

參

堪

每

I

ば
、
.彼
は
唐
及
び
分
配
に
關
し
て
、「

一

國
民
の
.正
當
な
る
物
質
的
、精
神
的
又
道
德
的
の
欲
望
.0滿
足
に
足
る
程 

の
高
さ
及
び
狀
態
め
生
産
と
、
そ
れ
か
ら
又
生
產
技
術
及
び
生
產
上
の
一
切
の
迆
步
と
相
並
.び
、
其
®

圍

及

び

様

式

に

於

て

國

民

大

衆

の 

.
肉
體
的
梳
刺
的
及
.象
德
的
の
發
腹
を
保
證
す
る
位
に
，
彼
等
に
對
し
^
物
質
的
欲
望
'の
滿
足
^

與
の
增
大
茫
も
認
め
る
程
の
分
配
し
と
い
ふ
ニ
重
^
目

的

を

提

出

す

る

の

で

あ

灸

•

:

“
蘇
 

3
>
.
ン
及
び
^,H

l

-^w
u
n
d
e
r
H

r.

:
併

^
滿
觅
せ
ら
る
、
欲
望
に
斯
.樣
な
是
非
の
區
別
を
加
へ
る
事
は
、
理
論
的
な
觀
察
を
施
.す
所
の
何
人
に
依
つ
.て
も
當
然
拒
否
さ
れ 

ね
ぼ
释
ら
ぬ

10
善

.^
と
.か
惡

^
と
か
レ
^̂
^
 

多
敎
の
經
^
學
者
が
欲
望
の
‘

:

避
^
の
^
味
を
斷
乎
と
し
て
排
し
、
何
等
か
の
人
間
に
依
つ

.て
感
ぜ
ら
.れ

る
あ
る
ゆ
る
欲
望
を
承
認
せ
ん
と
す
る
0
は
、
葦

し

フ
ィ
タ
产 

ボ
ヴ
'イ
"ッ
チ
の
考
へ
る
通
り
決
し
て
驚
く
可
き
こ
と
で
は
た
(/
>
:
0
:
@
'
:
1
.
@

故
に
：若
じ
：欲
望
滿
足
を
經
濟
的
生
產
カ
：の
標
準
4
し
て
採F..

ら
：.

ば

、
結

局

如

何

に

愚

劣

な

欲

望

で

も

其

の

蹵

に

役

立

つ

以

上

：は
：、
之

.に

组

產

力

が

認

め

ら

れ

る

と

と

，に

な

ら

ざ

る

を

得

ね

o 

此

處

：に

龄̂

:'
倫

现

的

學

派

：の

殘

滓

を

多

少

.と
も
保
有
し
、
之
を
淸
箅
し
.き
れ
ぬ
人
.タ
は

斯

く

の

如

き

結

末

，.に

多

大

の

不

滿

を

感

ず

^
0 

經
濟
的
^
靡
^

ふ̂
も
の
に
就
^
漠
然
た
る
常
識
的
見
解
を
保
持
す
る一

般
世
人
は
斯
樣
の
.人
々
に
屬
す
る
。
#-
等

ほ

道

德

的

黯

を

；ば 

經
濟
的
非
效
用
i
考
：へ
：
.勝
ち
で
あ
る
0
著
名
な
經
濟
學
者
に
在
つ
て
は
、
例
へ
ば
べ
ッ
シ
ユ
や
フ
ィ
リ
ッ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
，

s

1

卺
が
同 

じ
く
辦
私
洛
考
"へ
^
が
ら
.脫
し
き
.つ
て
居
ら
ぬ
：様
に
見
受
け
ち
れ
る
0ぐ

ゾ

.

.

.
ノ 

_
p'E
i
p
p..
o
v
i
c
h

;;;前
掲
雪

(

■01

..五〕
...H...” Lehrbuch der Nadonal

olkononlie,. 

1
9
0
9
,
及
ひ.prodiuktivitEt der Volkswiitschaft: und VOIkswirtschaf&che 

p
r
o
d
u
^
v
i

 
苗
ぐ Archiy f, 

Rechts— und 

wirtschaftsphioSOPMerBd. IX,19i5/16, Zit n
r
w
u

 
且erlich, F

二 

p
h-'
E
-
i
p
p
-o
v
i
c
h
,
^
<

0
^
-
"
 

^
 

1909. Schriften 

des vereinsf, sozialpolitik, 1910

■
フ
ィ
リ

ッ
ポ
ヴ
ィ
，ッ：.

チ
は
效
用
.绀
產
カ
說
が
效
用
の
1H
邪

 ̂

ふ
論
理
に
不
滿
を
抱
き
、
:,
：;

次
0
如

く

述

べ

：：；
て
；居

る

0
:
6此
結
搌
は
不
滿
の
感
を
殘
さ
ず
に
は
措
か
ぬ
0斯
く
の
如
き
結
艰
は
吾
々
が
財
貨
と
人
間
の
生
活
目
的
と
©

' 

.....
 

.....

.
 

■

i

l

l

c
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.
M-o
關
係
の
樹
立
に
際
し
て
，̂

^
せ
.る
所
の
精
巧
な
る
作
用
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
る
。
單
な
る
數
量
比
較
は
確
.に
不
売
全
耳
つ
無
內

容
な
る
も.Q

と
し
て
f

は

春

#
け
る
.。
‘が
併
し
ょ
.

何
な
f

.

Qを
、4

人
は
之
と
温
へ

‘て
居

皂

。
無
政
府

%

- ^
湖

':
(
©殺
繁
-:
€
>爲
:̂
爆
彈
文
製
造
亦
る
勞
働
は.坐

產

的

：
で
，な

け

_

ば
在
ち
ぬ
；か"0
財

货

；霧
#

:

る

情

欲

の

滿

足

て

も

、
或
は
又
人
問
の
生
命
*
力
、
給
付
能
力
§

泛

|

と
し
て
も
、
此
等Q

利
用
を
等
し
く
雷
さ
る 

■''
■'
•
*
へ
含
，で
^

.&
ケ
，か
.

」(

^
.
1
.
.

六〕

と
.。
：
'
.

■■
■.,註「

六
--
'
?
肩

置

#

前
榻
書
“

^

.,
'

.
一

斯
樣
な
不
滿
瘍
す
る
解
答
や
、
又
之
.を
除
去
す
る
解
決
案
に
货
て
は
又
別
に
述
べ
る
と
し
て
、
尙
ほ
ー
つ
、
經
濟
的
蠢
カ
を
测

.定
す

る

：說

を

次̂連

べ
^'
ぅ
;;
0
.
へ
 

ぐ
：
し.
、
. 

」

.
,
：：
'
、
;:
:':'
.
'
へ

。
：%.
:

«
ば
坐
產
カ
€
ば

交

換

價

値

生

產

カ

の

.意

味

^
解
ず
る
.
0で
あ
：る
。
換
言
す
^
ば
、：
或
行
爲
把
：依
：つ
て
經
濟
的
憤
値
0
坐
產
が
^

. 

.は
れ
：る
|

:
ば
^
.該
行
爲
は
生
_

を
持
つ
.と
實
ひ
、
；.該

行

爲

屢

す

，義

用
.憤
値
と
.其
^
 

後

赛

が

馨

を

、、
■

り
フ
ィ
リ
ッ
ボ
ヴ
，ィ
ッ
チ
の
述
ぶ
る
所
に
據
つ
.

：
て
'觀
れ
ば
，
古
4

ょ
：り
最
^
:曾
及
.允
：る
說
明
：方
法
.であ
り
、
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
を 

^

8
ど
じ
で
、

セ
イ
、(J

T
B
-
S
S

マ
力
ロ
ッ
ク(M

C
1
1
C
&
)
、

ヤ
ネ
ブ(

J
a
c
o
b
)

シ
气
^

マ
ン(

5
i

目)

等
何
t 

翁
大
體
之
占
同
檨0
'意
見
お
述
べ
て
居
ー
る̂

註
：|
_七)

'
.
:
:

—

 

： 

.

 ̂

s

^

^

o

l 

.
^
8
* 

- 
•
-

_
此
觀
方
.に
於
て
ぼ
物
質
的
生
產
カ
說
や
效
用
坐
產
カ
說
fe
見
ら
れ
る
様
な
欠
點
は
殆
ど
.無
.い
^

て
よ
い
。
⑩
ち
第
一
に
、
^
に 

在
'っ
.て
は
名
種
經
濟
行
爲
の
效
果
上
の
比
較
が
：可
能
で
ぁ
る
0
或
出

合
に
、
'何
れ
か
よ
な
大
'な
る
價
値
を
產
出
す
る
も
の
.を
擇
ぶ
こ
と
が
、
：即
ち
當
該
土
地
の
生
產
ヵ
を
大
な
ら
し
む
る
所
以
で
あ
る
。

± 

“ 

地
m
:就
て
言
ひ
#
る
：.こ
.と
は
、
勞
働
に
關
し
て
も
、
，將
た
又
資
本
に
關
ル
て
.も
。
或
ひ
.は
又
各
種
&
業
經
營
り
何
れ
に
就
て
も
言
ひ
得 

.

.る
こ
土
で
本
る
o :

之
に
據
れ
ば
、
.物
質
的
决
產
ヵ
說
ゃ
效
调
說
に
於
：て
觀
ら
一
る
、
如
き
沘
較
不
可
能
と
い
ふ
_
害
柏
無

::
<
な

る
'<
>
.
ハ 

は
ヌ
物
質
的
坐
產
ヵ
說
に
於
て
は
ゝ
縱
令
ひ
不
用
な
程
に
で
も
數
量
め
增
加
は
パ
論
理
上
經
濟
的
福
祉
に
役
立
づ
^
解
釋
さ
れ
る
と
い 

ふ
矛
盾
に
陷
る
次
第
で
あ
る
が
>
:
_
價
値
生
產
ヵ
說
忆
於
て
は
、
不
用
な
も
の
、
數
量
增
加
は
何
筹
惯
値
の
槽
殖
壹
來
た
さ
ぬ
と
ヤ
ふ
理〈 

由

か

ら

し

て

；之

を

不

坐

淹

的

な

も

.の

.士
看
做
し
得
る
^
同
.時
に
：、.
^
:
^
な
‘る
財
»

0

»額
増
大
は
同
時
に
多
太
の
^

の̂
：增
洳
を
齎
ら 

す
か
ら
し
：て
-
,該
坐
產
ヵ
の
墙
大
は
同
時
に
國
民
0
:經
濟
的
福
祉
. €
>

增
大
と
_
|致
す
る
士
說
く
こ
4
.が
出
來
名

0

':
'
.

:

灰

れ

：か
：ち

又

效

用

說

に

於

て

：觀

る

所

の

效

用

は

純

生

觀

的

な

評

價

'で
あ

つ

て

、
，
各

人

相

互

間

€>
比

較

を

許

さ

ぬ

け

れ

ゼ

も

、
.交

換

價

. 

. 

.

.

. 

.
,
.
.
.
*

値
は
、
，
之
に
皮
：し
客
観
的
に.通
用
す
る
所
の
評
憤
で
あ
る
が
故
に
、
社#1.

般
の
標
準
と
し
て
立
派
に
役
立
つ'の
で
あ
る
。

.

“
：以
^
の
.點
に
於
て
は
«
値

生

產

カ»
は
優
れ
た
長
所
を
示
す
の
で
あ
る
が
ノ
⑽
め
^
晰

か

ら

し

、
て

此

說

：は
眞
の
；'國

民

經

濟

的

坐

產

ヵ 

と

合

致

す

：る

も
0
.で
，な

く

、
'
:必
：し
：も

國

民_の
經
濟
的
福
酏
と
比
例
せ
ぬ
：.所
の
私
經
濟
的
架
產
ヵ
又：

は
營
利
性G

R
e
n
t
a
b
i
l
l
,

 R
e
n
t
a
b
i
l

. 

_

:
で
：あ
译
^
い
.
.ふ
理

凼

を

以

；
て

排

斥

さ

れ

：る

の

で

あ

セ

::
0

藉

し

令
:«
の

所

謂

る

；交

換

經

濟

的

社

會

組

織

0
下
に
於
て
は
、

一
切
の
經 

濟
現
象
は
價
愛
中

#
石
:6
7:
表
.は
れ
1
財

貨

め

；
坐

產

、

：交

換

；̂
,
:分
配
は
何
れ
も
皆
货
幣
を
媒
介
と
し
：て
行
は
れ
、
M
しV

各

人

は

可

:
.
： 

及
^
多
大
©

幣̂
優
の
獲
得
金
自
指
し
弋
經
濟
肟
爲
を
營
む
の
で
あ
.る
ザ
«
目
す
：れ
仗
::
"
財

貨

の

：
生

產

は

量

：
の

續

大

；ゃ

^
:0
優
秀
を 

.目
的

-̂
し
セ
行
は
れ
る
の
で
食
べ
ポ
成
可
ズ
高
^
貨
播
爾
脑
意
獲
得
し
ょ
ぅ
と
す
る
所
の
營
利
行
爲
で
あ
る
の
で
あ
る
。

-
茲
に
於
て
所
謂
_る
財
貨
の
化
淹
叉
は
敛
用
の
生
產
は
必
し
も
價
値
の
生
產
と
一
致
し
な
い
と
い
ふ
推
論
が
行
は
れ
る
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生
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要
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當
方
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結
合
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は
增
加
す
る
の
で
ぁ
.る
が
，
.談
生
產
物
が
效
用
' ^

認
め
ら
れ
る
限
り
に
於
て
、
そ
れ
は
同
時
に
，效
用
の
增
加
を
意
味
す
る
、
が
そ
^

に

し

 

で
*
其
供
給
量
^
該
財
貨
b
對
オ
各
需
要
^
超
過
^.
石
程
多
«:
^-
勝
る
曝
此
^

:̂.
«

の
*
的
淑
產
と
效
«
坐

產

と

：は

氧

に

出

例

的

替

肩 

を
來
た
さ
ぬ
の
.み
な

ら

ず

前
者
の
枪
如
と
反
對
に
後
容
が
減
少
す
る
こ
と
さ
へ
ぁ
る
で
ぁ
ら
ぅ
-o
旣
に
量
的
坐
鹿
と
及
川
虫
蜜
と
が 

斯
様
.に
.>-
致
せ
ぬ
許
り
で
な
く
此
等一

,ー#
と
價
値
の
坐
遮
と
は
更
に
其
11
離
の
程
度
を
著
し
く
す
.る
も
の
で
.ぁ
.る
0
,價
«
は
^
\
も 

知
名
迎
^

或̂
財
貨
に
有
用
性
と
稀
少
性
が
認
め
ら
れ
る
時
に
存
在
す
る
。
.而
し
て
稀
少
性
の
程
度
が
火
な
れ
ば
大
な
る
程

、

價
値
は
之

'■ 

:&
同

4
办
向
に
-
-
^
^
心

も

比

例

的

：で

は

な

い

が
一
-

變
猶
す
る
。
^
荷
用
_
の
.檢
加
1€
應

じ

セ

も

同

.
ー

方

向

に

變

励

す

る

々

換

言

ず 

れ
.ば
俄

値

は

！§耍
4
同

；
！
，
方

向
'に
：變

勘

じ

、
；
供

給
^
皮

對

：の

方

向'に
變

牝

汁

る̂

0セ
.ぁ
る
:°
紙

つ

て

場

合

に

衣
'つ

セ

は

財

貨

：の
：生

產
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を

躊

躇

す

名

こ

省

が

價

値

；の

绝

產

を

增

大

す

る

所

以

と

な

り

、

量

及

'び

效

用

の

茬

產

を

制

限

ず

る
こ
と

は

價

値坐
鹿

力

を大
な
ら

し

む

' 

慫

と

，い

ふ

場

合

が

坐

^
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0
で

あ

：る.
0
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:
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^
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^
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價

値
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必
$
冬
財
貨
の
佻
給
を
餿
甯
に
す
名
と
と
を
必
：要
と
せ
ず
、
，：

#

に
拟
旣
存
の
財
貨0
或
數
遺
を
破
棄
す
る
こ
と
ず
ら
、
該
_</
>
賀
値 

宏
高
め
る
所
以
と
念
る
の
，で
ぁ
る
。
斯
る
場
合
忆
於
て
ハ
財
貨
の
破
瓌
行
爲
を
以
：て
、
價
値
坐
產
ヵ
を
有
ず

.る
が
故
に
_
民
經
濟
的
福
擎 

に
«

ふ
も
'0
と
做
ず
：こ
と
が
出
來
る.で
ぁ
6

乃
か
0
:然
も
可
及
的
：多
火0
貨
幣
厲
値
;:
(
0
_得
を
目
的
5
|し
：て
行
動
す
：る
所0
各
經
濟
丰 

體

は

所

謂

義

最

濟

的

福

祉-

-

考
'へ
得
る
と
し
て
-
—
、の
：如
き
も
の
に
は
原
則
と
し
て_

自
の
交
換
經
濟
行
爲
が
、
へ
其
所
用
原
費
を
超
過
す
..る

貨

幣

谓

値

蚤

ら

す̂

名
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あ
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私
經
濟
的
利
益
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追
求
が
國
民
經
濟
的
福
馳
土
屢
々
衝
突
す
る
傷
合
と

^

更
に
次
の
様
な
點
が
擧
げ
ら
れ
る.々

即

ち

營

利

.
^
旨 

と
ず
る
^
!
企
業
家
は專
ら
職
^
力
あ
.各
動
客
の
一需
要
にQ

み
應
ナ
る
が
故
に
、
此
植
の
人ル
(o
'
爲
に
は
贅
激
を
極
む
る
奢
侈
品
を
生
產 

す
るT

方
に
龙
て
，
僅
少
な
る
收
入0:
;1
1
;に
生
活
に
苦
レ
办
所(0
'
人
々
に
耽
つ
：て
必
羅
な
也
活
必
需
品
釔
供
給
せ
ぬ
と
い
ふ
、
W
IH
る 

國
民
的
福
利
に
反
し
た
行
爲
を
敢
て
す
る
の
で
魟
る
0
、略
言
す
；れ
ぱ
私
經
濟
的
利
益’の
充
足
は
_に

： }

般
公
免
0 :
敷
求
^'
無
視
し
て
：省 

:

み
な
い
と
い
ふ
非
難
が
あ

W

の
で
あ
る
o 

' 

:

y

斯
様
な
.次
第
で
ヽ
經
满
政
策
の
目
的
と
し
て
の
國
民
經
濟
的
生
產
ヵ
叉
は
國
民
經
濟
的
福
祉
な
る
概
念
は
從
來
の
缸
何
様
の
解
釋
に 

於
て
も
必
ず
何
等
か
の
非
難
を
蒙
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
經
濟
政
策
の
自
的
を
明
確
に
定
義
し
確
立
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
ら
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ぅ
か
。
如
上
の
#

_
は

何

れ

も

班

し

い

ザ

あ
.ら
ぅ
.が
0
今
日
多
<.
:
の
學
者
は
之
に
就
て
ど
ん
な
考
へ
を
抱
：い
て
房
ふ
0
で
あ
.る
か
0 

杳
々
は
次
に
^
つ
此
.廣
後
の
問
題
に
答
へ
、
之
に
依
つ
て
如
何
な
る
解
決
案
を
以
て
疋
し
と
ず
る
か
を
明
に
し
て
.行
か
ぅ
と
思
ふ
0

:

:
ベ

ふ

久
^
^
^
^
^
^
^
^
^

,
:カ
ィ
リ
ッ
ポ
グ
ィ
ッ
チ

.は
經
濟
的
生
産
力
を
.ば
或
ば
物
質
的
或
は
效
用
的
、
或
は
箭
値
时
に
解
紙
す
石
試
み
を
總
て
排
斥
し
、
又
飩 

往S

獨
遨
の
倫
理
的
歷
史
學
派
の
人
々
0.
主
張
ず
る
樣
.に
偷

理

的

目

_

齡

匕

經

濟

的

生

配

カ

の

徵

準

^ :
導
人
ず
る
こ
と
を
も
承
知
し

 ̂

い
0
;そ
れ
で
は
何
を
虫
張
す
る
か
と
.：い
.ふ
に
、
；.結
局
彼
れ
是
れ
と
m
つv

漠

然

た

る

結

論

に

到

達

し

、

上

記

各

種

：の

.生
産

力

說

の

.何

れ 

の

特
^

將̂

た

又

欠

點

を

も

備

へ

た

說

明

に

終

.て
居
る
と
い
ふ
觀
が
あ
る
。
.彼
の

言

葉

に

依

つ

て

其

定

！
！

$ :
-

此

處

に

記

し

：

て

見

ょ

ぅ

o 

リ
紙
用
生
產
ヵ
說
ぼ
就
て
彼
の
述
べ
た
言
槳
ば
旣
に
鍵
に
引
斯
し
た
通
卜
で
あ
る
か
ら
此
處
に
改
め
て
此
批
評
に
次
い
で
彼 

は
交
^

値̂
生
產
ガ
說
を
難
じ
て
次
の
樣
に
述..f

て
居
る「

# ;
'

し
：な
、が

ギ

財

貨
0 ,
世

界

に

對

す

る

人

亂

の

財

^
使

用

篇

に

在̂

办

で

あ

る

。

吾
々
が
ー
坐
產
カ

’の
確
立
、に
當
ヴ
^

#

_が
朦
の
も
0,
は
常
に
唯
/
/瓦

0;
問
に
對
す
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答
に
遛
ぎ
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經
濟
政
锻
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目
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七
七
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七
七
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目
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七
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^
.
即
ち
*'
^
在
存
法
す
る
所
の
財
貨
量
は
、
人
間
狀
好
0
獲
得
プ
所
有
及
叹
使
用
に
依
つ
：て
目
指
す
所
の
目
的
を
ば
、嘗
て
存
在
亡
る
財 

貨
量
ょ
り
i
-十
搔
善
く
、

一
M-
'
容
易
に
V 
•又

一
脣
完
全
に
助
廣
す
る
か
。
等
じ
い
慎
値
の
財
货
が
以
前
ょ
り
多
量
に
葙
法
す
る
か
？
現 

柱
利
用
し
得
'る
財
貨
は
、
以
前
の
も
の
ょ
り
も 
一
I
多
量
A 

.
高
度
且
つ
高
尙
な
る
目
的
に
役
立
つ
か
と
い
ふ
問
に
對
す
る
答
で
ぁ
る」
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•彼
ば
叉
テK.

キ
ン
や
へ
ル
ク
ナ
ー
の
說
を
扼
へ
、彼
等
が
經
濟
■の
領
域
か
ら
倫
理
の
領
域
へ
這
入
り
込
ん
だ
こ
と
を
措
摘
す
る
が
、
彼 

自
身
も
亦
經
濟
外
の
領
域
へ
踏
み
出
て
居
る
こ
と
は
明
で
ぁ
る
。
と
い
ふ
か
は
同
時
'̂
自
ら
次
の
樣
に
逾
べ
，て
居
る
、「

經
濟
の

1|
:
^
の 

目
的
七
_
質
_
財

货

に

向

い

て

居

り

、

而

し

て

吾

々
は

經

濟

.の

效

艰

を

ば
、
物
質
的
結
梁
に
依
つ
て
測
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
陬
し
吾
 々

は

漬

着

に

立

止

^:
1

こ
ど
ば
1

ぬ
。
.何
故
な
れ
，

^

い
ふ
こ
.と
は
-
<間
以
坐
活
目
的
に
侬#
しV
居
..る
が
ら
で̂

る
0.
單
_
-̂
質
的
結
果
か
み
に
數<̂
所
0:
-
經
：濟
0;
.判
紙
は
売
全
で̂

坐
產
ば
經
濟一.

般
と
同
様
に
人
間
の
全
坐
活
內
容
ぬ
對
ず
る
其
關
餅
に
#
つ
て
其
I

の
囊
性
を
保
つ
の
で
I

O
經
濟
に
對
ず
る 

刺
斷
ば
確
に
物
質
財
O'
存
在
高
ぬ
關
聯
す
る
t

^
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营
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ポ
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迷
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擧
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|
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«
#
の
見
«
が
ち
見
*
禍
#

進̂

0
.カ

<?
:;

何̂
を
意
味
す
龙
る
：か
^
彼

0

論̂
と
し
て
左
の
如
4
述
.べ
へ
て
：畏
る
0『

^

^
の
||
察

を

概

括
 

す

れ

：ば

、
，
結

醫

次

の

逾

犹

^
ぁ

：
る0
:
.
.
吾

^
が
：國

拔

篇

の

生

產

カ
.と
|#
ぶ

所

の
.?
>
-の
は

、

濟
0〕

全
體
^
坐
热
過
程
*

ぁ
.る
^

她

經

る

程

度

：及
び
形
式
に
於
：て
國
民
經
濟
.に
關
聯
せ
-る
；人
間
^

行
爲
は
其
^

活
喻
進
^
影 

か
^
之

即

ち

.晋

人

が

解

答

：ぜ

ん

：■と

欲

^

る

問

題

甚

，る

.テ

磐

脊

々

は

：、

璧

所

有

.に

關

»

ぜ
る
所
の
：生
活
增
進
並
控
蜗|1
1
:
:皙
進
：の
，み 

を
觀
.祭
ず
る
..の
で
^
%
:
,
'
银
し
な
が
、鲁
«
々
，
：の

卞

さ

ル

と

«

_

斷

ば

填

な

る

財
 

と
歡
れ
ぜ
、'

#
ャ
の_

民
經
濟
的
行
爲
.の
-#
屬

じ
.て

居

る

菅

的

：即
ち.

|

蓄̂
活
粮
進
ぬ
：確
免
於

段
の
觀
察
.ぬ
於
て
%'
、」

备
々
fr
精
神
的
他
戴
や
道
德
的
性.質
|:
'
.帶
び
だ
«
實
^
;法
意
ぉ
»

ば
.ね
ば
な
"

』

ぬ
。
.ヾ先
づ
耗
«;
の
«

«
ぬ
»
 

い
ふ
な
ら
«
、
マ
福
»
,と
&
>
<間
が
飲
望
滿
^

の
.

ぬ̂
#

要
と
す
'る
所
の
物
質
的
財
が
人
間
に
對
し
て
豐
か
に
供
給
さ
れ
る
^
^
を
意
 ̂

，す

，智

麓

繁

如

何
_

#

#
が
承
諷
さ
る
可̂

^

/>
'

^

1
生
活
修
# '
ば
も
'

:
§
^ ;
の
^
^:
^

も
::
:>;

«

#

,

^

_

1

_

^
 

の
習
慣
に
も
依
银
す
る
：
O
K何
で
も
欲
望
が
滿
た.さ
^

.

^

,

,

^
と
い
^.
:

_
な

く
,.
'
喷
 

且
つ
. 

_

個

人

ぬ

馨

的

：地
傲
ぬ
應_じ
士
：媒
巧
合
理
的
な
务
歡
望
め
滿
足
を1

ロ
々
：

(

は

福

錄

の

：
尺

；度
<&
-
'1>
:

て 

と
.が

出

来

る

。
.
’
國 

.民

葡

全

體

の

狀
ff
i

B
取
^

^
見

證

：ら
；ば

タ

羅

為

携

.私
經
濟
者
の
；講

芯

麽：

れ
た
名
欲
望
許
力̂

^

體
に
依
っ
.て
代
表
せ
ら
る
、
共
同
欲
望
ま
で
，が.充
分
に
充
足
さ
れ
る
場
合
に
於
て
初
め
'て
存
在
す
る
4
ぃ
ふ
.こ
と
が
出
來
る」(

訪
ニ
一〕

.:

(

註 一.
l
l
>

:g
y
w
p
p
.o
v
i
c
h
.
前
揭
雪
£
三
頁

(

七

九〕
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(

ベo
:
)

以
上
の
長
い
引
用
に
依
、つ.て
知
ら
れ
る
通
り
、

フ
ィ
リ
ッ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ

Q

頗
る
常
識
的
な
主
張
は
、
惹

り

に

於

て

盡

尤

も

で

あ
. 

'る
。
け
れ
ど
も
常
識
的
で
あ
る
丈
け
科
學
的
嚴
密
さ
を
欠
き
、

.殊
に
政
策
的
判
斷
の
標
準
に
至
つ
て
は
實
に
漠
然
と
し
た
も
0
で
、
爲 

政
者
.の
虫
觀
的
解
釋
に
依
存
す
る
こ
.と
の
通
し
い
も
の
で
あ
る
こ
.と
.は
之
を
辭
む
こ
と
が
出
來
ぬ

o

例
へ
ば
彼
の
言
ふ「

人

間

卷

の 

L-
@

f

.i
'

か「

f

髙
尙
な
.る
欲
望
滿
足
.

」

电
か「

欲
望
：の'精

神

的
並
に
道
鐘
性
質%;
.か
1
合
理
的
な
る
飲
^

一
：.は
.何
人

に

も

見

解

の
-相
遂
|:
>
許

ざ
.ぬ

潇

な

雾

が

概

念

で

：.あ

ド

 

否
',、
決

し

亡

左

：様̂
/
0<?
:;は
無
い
。
焰
そ
單
に
漠
然
と
し 

で

居

り

-a
つ
f

セ
あ
ふ
評
次
'で
な
ぐ
V
彼
o'
國
埒
經
濟
的
生
雾
か
歡
念
は
；ー
.
'つ#
人
生
觀
於
基
礎
と
か
從
つ
て
夂
一
つ
の
倫 

_
的
要
求
が
其
中
に
潜
ん
.で
居
る
匕
と
ば
、
^
記
か
抒
文
狀
か
&
容
易
;̂
跃
^

0翁
ら
れ
苓
で
^:
6̂
ぅ
0
斯
く
の
如
き
は
經
薛
學
の
：饨 

粹

ざ

：を

害

ふ

所

の

致

命

契

齋

と
，パ

は

紅

ば

な

』

^
?
.
:
V

」

ヘ

リ

其

說

く

所

の

內

容
'に
於(

て
如
何
に
ト
道
_
と

思

ぱ

：れ

：る

に

も

拘

：ら

ず

、

其

論

理

的

明

確

さ

に

於

て

遺

憾

と

す

る

所

の

多

い

常

識

妳

解

：
 

.釋
の：

今
.
1
0の
失

敗

の

，例

は

、

(

小
：r

ダ
ヒ
。

國

民

經

濟

■»

を

說

き

次

の

様

に

述

べ

て

©:
る
o
:國
民

經

濟

的

福

酏

と

は

：
通

次

.增
加

ず

る»

1

«欲
望

滿

廷

に

充

分 

手
段
を
ば
"進
#
す
.る
文
化
の
要
求
匕
應
^

’て
：永

續

的.に
«
給
さ
れ
る
こ
と
忆
：在
.り
、
之

に

依

づ

そ

當

該

社

會

；
に
：於
 

ー
人
げ
办
皴
が
增
す
と
共
に
、

--
-
曆

廣

沉

、
：

 

一
if
;
有
*
な
.る
中

產

階

級

が

維

持

さ

れ

、
：

.一
切
の.
.往
民

が

、
最

下

級

：の

'者
4
雖
も
等
1>
く
、 

っ
到
達
せ
る
戈
化
程
度
に
相
應
し
カ
少
く
と
も
人
間
ら
し
^
存
法
を
保
證
さ
れ
ポ
^
的
な
貧
困
は
取
後
か
れ
で
仕
舞
ひ
、^
^
®

又
總
で
の
者
が
人
格"
*家
族
、
國
家
的
社
會
と
い
ふ
、
ょ
り
，高
級
の
財
貨
の
保
證
を
受
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
：の
で
あ
る

」(

雙
 

*-I
)
•
p
e
s
c
h
,

 

昏；
L
e
H
r
b
u
c
h

 

der N
a
d
o
n
a
l
s
k
l
m
k
.

 B
d
.

 1
4

 F
r
e
ibung 1922, 

S. 314
*

r
此
等
の
人
々
に
取
つ
て
共
通
な
欠
點
は
何
處
に
在
る
の
で
あ
ら
う
か
。

一
言
を
以
て
答
へ
る
な
ら
ば
、
經
濟
的
自
的
を
茈
,
に
^
識

'1
>
て
居
ら
な
か
つ
た
こ
と
疋
在
る
と
言
つ
て
よ
い
.0
: 

‘
；

，
：
. 

：
，

,

f

i 

.彼
等
が
■

雲
義
を
限
定
し
て
、
人
漂
欲

嘉

足

羣

に

す

る

外

的

財

貨
獲

得
；

Q

囊
に
在
る
と
し
たQ
は
よ
い
。
而
し
て
之 

が
<

^
の
决
活
の
1
而
.で
あ
る
こ
と
.は
何
人
も
知
っ
て
居
る
0
,彼
等
が
誤
っ
て
房
る
の
は
11
に
人
間
の
欲
望
滿
运
其
物
に
溯
っ
て
其
^
 

容
を
岭
味
し
た
所
に
在
る
o
所〗

謂
る
福

-1
[
:と
か

幸

福

と

か

；い
ふ

も

，
の

が

或

心

理

的

狀

態

で

"あ
り
、
單
な
る
財
貨
の
獲
得
の
み
で
は
、&

 

石
狀
態
成
党
の
說
明
に
不
充
分
で
あ
'る
爲
に
、
彼
等
は
此
福
儀
淼
り
幸
福
な
り
：に
就
て
何
等
か
の
.客
觀

的

知

識

を

提

供

し

：よ

ぅ
と
'し
た 

の
.セ

'̂
る
。
併
し
な
が
ら
そ
.れ
は
、：

經
濟
の
埒
内
へ
偷
理
や
社
會
觀Q'

侵
入
を
許
す
こ
と
に
爲
り
、
或
る
主
觀
的
感
*
を
容
觀
的
論
理
. 

に
混
入
す
る
.こ
;̂
に
爲
っ
た
の
で
.あ
る
。
欲
望
滿
足
の.

內

容

を

分

析

し

て

「

よ

り

完

全

、
よ

り

高

等

の

欲

望

」

と

か「「

人

間

ら

し

，ハ
存
在
を 

保

證

す

る1_
程

，9
欲

望

滿

、足

と

か

い

ふ

の

は

、

結

局

ー

.個
の
個
人
的
意
兑
で
あ
っ
て
客
觀
的
權
威
を
之
に
認
め
>̂
:
こ
と
呔
出
來
欠
パ
°

:

フ
.

T

リ
ッ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
や
べ̂

シ
ュ
の
多
大
の
努
力
に4
拘
A
ず
、.
國
揭
經
濟
的
生
產
カ
の
意
義
が
明
確
忙
定
め
ら
^

ね
こ
と
は
、 

或

るj

部
の
.學
#

を
し
て
、
斯g

な
坐
產
カ
の
测
定
を
不
可
能
七
考
へ
し
む
る
に
至
っ
た

O

例
へ
ば
力
ー
ル
•
デ
ィー
シ
の
如
き
は
、
浙 

ぐ
の
如
き
考
へ
を
持
っ
有
カ
な
る
ー
人
で
あ
る
。
：

.

ソ.デ
：イ
}

ル
：
：
は

钳

產

カ

を

.量
的
^
質
的
亡
區
別
し
、
：
前
者
は
坐
產
額
の
量
的
測
定
に
依
っ
セ
之
を
現
す
も
の
ふ
す
る
タ

 ̂

意
味
の
生
產
カ
を
現
す.も
の
で
其
測
定
可
能
な.&
.と
に
何
人
も
異
苻
は
な
い0
:後
者
は
之
.に
.反
上
經
濟
上
，の
刹
益
を
與
ふ
る
カ
を
い‘ 

の
：で
.あ
っ
て
•、
之
に
は
#
利
益
が
.個
人
的
な
場
合
即
ち
私
經
濟
的
利
益
と
.、
.
そ
れ
が
所
謂
る
國
民
經
濟
上
め
場
合
即
ち
國
民
經
濟
的
利 

益

'
aに
分
け
^
れ
る
b
:而
し
て
#
最
後
の
も
の
に
.就
て
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

「

予
は
國
呙
經
濟
£
生
産
カ0
寶

：に
就
て
經
濟
的
に
：確
固
た.る
檩
準
00
樹
ー
#

不
可
能
.と
考
人
廣
典
理
由
ば
次
の
；通
り_で
あ
る
0
,
, 

(

己

决

;u
德
靜
§
父
觀
察
す
れ
ぱ
直
に
刹
る
通
り
、
，土
記
諸
著
者

(

タ
イ
リ
タ
^

グ
^

'

( 

；
. ；
 

' 

'

_
鬣

繁

葛

' 

:

.

.
..'I. 

^



■

.經

濟

政

策

の

葛

 

.
八
，

(

八『I 

) 

力
の
國
民
經g

的
理
想
と
考
へ
て
居
る
所Q

も
の
は
、
.极
本
に
於
て
全
く
異
っ
た
も
0
、

即

ち

或

る

馨

し

い

國

民

經

濟

的

か

^

の
理 

想
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ッ
ポ
ヴ
ィ
-ッ
チ
は
こ
ぅ
い
ふ『

晋
々
は
國
民
經
濟
的
坐
產
と
か
國
民
經
濟
の
坐
產
力
と
い
ふ
言
葉
を
頗
る
頻
繁
に 

使
用
す
る
。
が
そ
れ
は
個
々
0
事
實
に
對
す
る
判
斷
を
下
す
爲
で
.变

、
國

民

經

濟

の

證

織

及

び

財

貨

獲

得

の

領

域

运̂

 

付
能
力
に
對
す
る
判
斷
を
下
'す
爲
に
使
ふ
の
：で
あ
，S

と
々
.之
を
^̂

V
.の
内
部
に
於
て
、
：
現
存
法
律
秩
序
の
下
に
行
は
れ
た
る
坐
產
及
び
分
配
の
秧
序
は

_

會
的
.：に
.茁
當
な
も
2
 

的
に
合
目
的
な
も
の
，

』
か
何
ぅ
か
と
0
:此
處
に
至
つ
て
最
後
に
し
て
且
っ
；最
大
の
國
民
經
濟
上
：の
問
題
は
放
棄
せ
ら
：れ
る

0
而
し
：て
此
問 

題
0
困

難

の

程

を

测
.<
>
て
見
て
も
-

—

フ
ィ
リ
ッ
ポ
ヴィ
ッ

チ

の
場
合
の
.如
く
I

f

國
民
經
齋
の
生
活
全
體
.の
中
に
現
れ
る
所
の
福 

祉
振
興
能
力J

と
ぃ
ふ
も
-o
が
常
に
反
覆
し
て
問
題
と
な
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
確
に
餘
り
に
■も
漠
然
た
る
も
の
で
あ
る

」

とC

驻
二
ー
ー
じ
。 

C

訪
ーnil) 

biehj, 

Kairl 

vtt
i
e L
-g
-
-'
s

cu
e
r produktion. in 

D
i
e

 Wirtschaftstheorie der 

G
egenwart. 

2
. 

IT，
S, 2

6
3
V
V
*

L> 

Theoretische 

N
a
d
o
n
a

orkonomie, 

w
d
. 

II, 

s
.to
9
-
3
0 參
照

.又
日
く「

予
は
、
，此
等
上
記
の
說
及
び
其
他
類
似
の
說
に
對
し
て
次
の
祿
に
言
ひ
た
い
。
其
擧
げ
ら
れ
た
ス
徵
準
は
、
A V)

餘
.り
に
. 

漠
然
、
不
明
確
且
っ
、(

ニ)

餘
り
に
主
觀
的
で
あ
っ
て
、
質
的
な
意
味
に
於
て
所
謂
る
國
民
經
濟
的
生
產
カ
の
客
觀
的
標
準
を
實
際
に 

與
：

へ.：

る
こ
と
は
出
來
ぬ
が
故

巧

此
等
の
試
み
は
總
て
皆
失
敗
す
る
に
相
簿

 ̂

.

'■
.
,デ
ィ
！
ル
漱
結
侷
物
質
的
坐
產
カ
及
び
私
經
濟
的
生
遼
力
の
み
を
測
.淀
可
能
と
斷
定
ず
る
が
、

.此
何
れ
に
せ
i

所
謂
.る
國
民
經
濟
的 

生
產
力
と
.

I

致
す
る
も
の
で
な
く
、
反
つ
て
屢
々
猶
突
す
る
も
の
で
ぁ
る
と
說
ぃ
て

'居
る
o
:彼
は
國
民
經
濟
的
利
益
と/'
ふ
概
念
が
主
觀 

的
な
も
€>
で
ぁ
り
不
明
瞭
な
飞
の
で
龙
る
と
指
摘
す
る
が
、
，其
代
り
に
經
濟
政
策
の
目
的
と
し
て
何
か
適
切
と
思
は
れ
る
，目
標
を
指
示

し

て

居

ら

ぬ

.所

を

見

る

と

 

>
.此
問
題
に
關
す
る
服
认
彼
は
積
極
的
.な
意
見
'̂
持
、つ
•て
居
ら
ぬ
様
に
見
え
るO

然
る
に
：も
徇
ら
ず
波
は
彼 

自
身
と
し
て
寶
經
濟
的
利
益
な
る
觀
念
に
就
て
或
る
肯
定
的
な
寶
を
持
ち
、
之
に
依
っ
て
他
の
學
者
の
說
を
批
評
し
こ
居
る
様
で 

I

例
へ
ば
彼
は
ル
ョ
.
•ブ
レ
シ
：タ
ノ
の
自
由
貿
易
：主
_
に
就
て
、
そ
の
.主
張
f

 

s
經
濟
的
利
益
S

に
の
：み

稱

ヘ

ら

4

る
も
の
，
 

で
あ
り
、
ブ
レ
.ン
タ
ノ
の
考
へ
：て
居
る
様
に
全
體
の
利
益
と
合
致
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
：を
說
ぐ
爲
に
次
の
様
に
述
'ベ
て
.雲

レ

. 

ン
.タ
ノ
は
確
に
論
理
.上
攻
擊
す
ベ
か
ら
ざ
る
命
題
に
達
す
る
o
と
.い
ふ
：譯
.は
、
彼
が
所
謂
.る
"經

濟

性

の

原

則

か

ら

其

自

由

貿

易

論

を

贺 

繹
す
る
か
ら
に
外
な
ら
ぬ
。
欲
望
が
可
及
的
僅
少
の
投
費
を
以
て
可
及
的
売
全
に
滿
足
さ
れ
る
と
い
ふ
經
濟
性
の
原
則
よ
り
演
輝
し
て
、 

自
由
な
る
國
際
的
交
易
に
依
っ
て
國
家
は
相
互
.に
其
臣
民
.の
.爲
に

最

：小
の
；投
^

,
い

ふ

こ

と

を

商

業

政

策

の

爲

に

論

結

^.
-
る
0
'併
し
此
所
謂
る
經
濟
性
の.原
則
は
決
し
て
國
民
經
濟
的
原
則
で
な
く
私
經
濟
的
の
原
則
.で 

.

.あ
る
。『

全
體
利
.益』

の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
'
.
消
費
者
の
欲
望
が
可
及
的
廉
價
に
滿
足
さ
れ
’
而
し
で
國
民
的
生
產
ヵ
が
最
も
收
益
豐
か 

,

な
る
方
法
に
於
て
利
用
さ
れ
る
.と
い
ふ
の
は、
»:
し
て
經
濟
政
策
の
最
高
規
準
で
は
な
い
々
國
民
的

0
:

經
濟
的
全
體
利
益
は
、
：：ム
つ
の 

健
全
强
批
且
っ
.榮
養
佳
良Q

人
口
が
永
續
的
に
維
持
さ
れ
る
こ
：と
1
寧
ろ
要
求
す
る
。
嘗
て
リ
ス
ト
の
說
け
る
如
く，

^̂
^

和
益
の
爲
に
は
、

r

時
的
に
犠
牲
を
供
さ
ね
ば
な
.ら
ぬ
こ
と
も
あ
る
に
違
ひ.な
い
0」 (

蓮

五)

と
o 

' 

.

ぐ
.：
'
:へ
：
.
.
'
.
.
:
.
；
.
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書
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一
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,
v

之

：に

依

つ.て
見
れ
ば
、：デ
ィ
！
ル
は
自
ら
否
定
^
た
概
<

實̂

は

自

ら

內

心

忆

臟

，し
，
て

&
る
^

4
に
.氣
が

注

：か

な

か05
儀

で

あ

る

0 

.

.之

.は
些
.力
.醜
態
.と
.評
：さ

れ.て
も

仕

方

が

な.い
で

あ

ら

ぅ.o
.
.
.
'

.
デ
ィ
I
ル
i

#
又
異
.

：

つ
て
：、
單

ヒ

國

民

經

濟

的

福

|1
1
-其
他
'
.の.
_

へ

'

.,
經

濟

義

©
目
的 

a
h 

C

Sへ

へ



政
欺
の
目
的
，
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八
，西.

.

c
A
g
r

)

て
經
濟
政
策
論
'に
於
て
«
的
概
念
か
全
.<'
本
必
要
：で
.あ
.る
..と
說
く
に
至
.つ
：
た

學

者

が
■あ
'
.る.。
：.
'
.
.
マ
.
.：ル
タ
；

•

ス
：
テ.、
フ
-
T . ニ.： V.

ブ
.ラ
ウ
シ
女
史
. 

®

£-
c
が
そ
れ
で
あ
る
o 

.
•

:
(

lfe
zl《

)
w
i
n
,
b
r
.
.
M
a
r
?
s
t
e
p
h
a
n
i
e
;
T
h
e
ô
^

ブ
ラ
ウ
：ン
は
、
多
數
學
者
の
經
濟
政
策
目
的
設
定
の
_
み
を
可
成
り
詳
細
に
批
評
し
、
ィ

假

に

主

：だ
つ
た
學
者
の
#
前
を
擧
げ
る
' 

な
ら
ば
;»E

m
i
i

 

g
^
.
p
^
o

cu
p.
o
h hist, 

.
E
uof
qe
n vo

n

 

P
hili

p
p
o
v
i
c
h
, J

o
h
n

 

B
.

 C
l
a
r
k
, Robei;t 

名
»
げ
ロ
»
翁 
一
 F

r
i
e
d
a

 W
u
n
d
e
r
H
c
h
,

>
• 

0
.
沒
的
艮
：等
々
一
^
其
の
何
れ
も
が
目
的
概
念
に
於
て
不
明
瞭
又
は
非
科
學
时
な
所
が
あ
る
故
を
以
て
之
を
排
し
、

は
^
,國
家

の

取

：る

或

目

时
o
爲
に
t*
-
る
或
.る
手
段
が
經
濟
上
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
^
..と

い

ふ

其

歡

響

の

擧

問

立

あ

る

と

說

い

て
，居 

る
。
經
_濟
公
と
い
.ふ
の
は
、
女
史
に
侬
れ
ば
價
格
形
成
ゼ
ど
い
ふ
意
味
で
あ
.る
。
藉
し
欠
史
は
、
^

濟
學
ひ
意
味
お
ぱ
、：'ア
：
：モ

シ、
> 

ィ

ヤ

ー

、.力
.ウ
フ
マ
ン
、
力
ッ
セ

ル
、
シ
ユ
ム
。へ
ー
ダ
ー
等
の
諸
大
家
に
倣
つ
セ
、
»
貨
交
換
に
關
ず
る
學
即
ぢ
價
^-
^
成
^
と
考
へ 

て
居
る
.ひ
で
あ
る
。
次
に
ブ
ラ
ウ
.，ン

の

言

葉

を

引

闬

.し

て

見

ょ

ぅ

o
. : 

:

:

.

:■
'

-7
'
經
濟
政
策
と
.は
、
.或
何
等
か
0
確
立
せ
る
目
的
の
達
減
の
爲
に
公
的
團
體
の
採
る
所
の
諸
方
^

實
現
.に
適
ず
る
.や
を
吾
-
c
m敎
ベ
る
，所
の
經
濟
學
あ
の
敎
義
で
あ
る
0
.國
民
經
濟
政
策
と
ば
、
國
家
其
他
公
法
ト
0;
團
體
_
.
^
^

が
自
由
交
易
經
濟
内
に
於
て
如
何
に
作
用
す
.
'る
か
ど
：い
ふ
.其
法
則
に
關
す
る
學
で
あ
：る
o」

s

~
-t
:

v

:.

.

:

,-
1
若
し
菩
九
が
、
如
.[
*
か
_
論
に
於
て
經
濟
政
策
ひ
學.の
黯
象
を
解
釋
し-
而
し
て
經
濟
政
策
の
目
的
を
.制
定
す
る
こ
と
は
科
學
の
任 

,

務
た
り
得
る
も
の.
！

j

な
く
、
.
.寧
ろ
經
濟
政
策
的
手
段
の
影
響
.如
何
の
研
究
に
其
箭
域
が
あ
る
こ
と
を
確
立

1>
'
た
と
す
る
な
ら
ば>
;

I
f 

J
S
H
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〉

;#
し
經
濟
政
策
の
'斯
く
の
如
き
解
釋
は
如
部
な
る
も
0
で
>̂

ち
ぅ
か
ノ
第
|
|;'
^
^
^
^ ̂

斯
像
な 

解
輝
に
鹿
っ
て
は
政
.策
と
理
論
と
の
根
沐
的
區
別
が
無
く
な
っ
て
仕
舞
ふ
で
あ
ら
ぅO

ー
方
は
因
^
論
的
識
明
、
他
方
は
目
的
論
的
廣
一 

_
非
斷
を
根

-^U

置
く
所Q

此
各K

の
特
徵
^

ブ
ラ
々
ン
に
在
つ
て
は
全
く
先
は
れ
.る
の

霉

る

9
而
し
て
全
X
目
的
を
定
め
る
こ
- 

$

し
に
、
_
單
に
减
手
段
の
，及
.ぼ
す
結
果
を
敍
述
す
る
こ
と
が
抑
4
何
の
意
義
を
有
す
^
で
あ
ら
ぅ
か
0其
結
果
を
ぱ
.
1
0の
目
的
に
：

«
す
る
效
课
^
し
て
價
观
判
斷
を
下
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
.こ
.そ
吾
々
に
取
っ
，て
手
段
の
結
果
を
硏
究
す
る
必
要
が
生
ず
る
の
”で
あ
る
。
ボ
 

る
ボ
目
的
の
確
定
は
困
難
.で
あ
る
と
言
0
て
、
.
.
目
的
に
關
す
る
論
■
を
全
く
無
視
し
、
單
な
る
因
果
的
敍
述Q.

み
に
硏
究
を
止
め
る
の
；： 

は
’
謂
は
ぐ
角
を
矯
め
ん
と
^
て
牛
を
殺
す
と
で
も
宏
は
ぅ
か
、
經
濟
政
.策
な
る
學
問
を
抹
殺
し
て
仕
舞
ふ
様
な
も
の
で
あ
：る
？
：然

も

. 

^

た̂
^
や
果
し
て
蜜
ん
で
居
る
か
何
ぅ
か
も
亚
確
に
は
斷
定
せ
ら
れ
ぬ
の
で
あ
るO

第
一
一
に
ま
た
、
若

し

目

的

に

就

て

何

等

考

敦

す 

る

こ

と

な

く

、

公

團

體

の

.取

る

手

段

と

其

經

濟

的

結

果

を

說

观

す

る

の

が

經

濟

政

策

學

の

任

務

で

あ

る

と

.す
る
な
ら
ば
、
秦
 

論

究

す

.べ

き

手

段

に

就

て

何

ん

な

標

準

を

設

け

る

こ

と

が

讯

來

や

巧

か

3
农
團
體
ぬ
目
指
す
目
的
は
無
數
で
あ
り
、
，文
其
採
る
手
毁
に
. 

も

限

り

，
：が

な

い

;:
:
0學
と
：.し
て
の
.統

1
な
り
體
茶
な
.り
は
雜
然
と
し
て
、
著
蕃
の
任
意
に
選
ぶ
手
段
を
陳
列
す
る
に
過
ぎ
ぬ
，で
あ
ら
ぅ
0 

フ
ラ
々
ン
；

Q
.

著
書
め
內
容Q

雜

駁

拽

营

次

に

依

っ

て一

目
瞭
然
た
る
如
く
、
經
濟
的
變
化
を
與
へ
る
各
種
手
段
の
羅
列
に
就
.て
は
^
^

#
選
擇
德
準
を
發
見
せ
ん
と
し
て
も
不
可
能
..で
あ
.る
。

.歲
上
色
々
i
述

ベ

來

た

っ

た

諸

擧

說

ほ

侗

'替

吾

タ

の

：意

ぬ

滿

た

资

 
':何
れ
も
眢
何
等
か
の
欠
胳
钇
備
へ
蓮
る
济
其
稂
本
的
欠
點 

は
俩
展
に
荏
名
.か

.'
0
吾
.々
：0
見

苓

所

に

據

れ

ば
1
:此
等
0
何
4

^

&經
濟

ど

い.ふ
|

0
眞
意
義
を
解
せ
ず
，
或
は
又
經
濟
政
资
の
目 

的
を
ば
經
濟
其
自
體
0
自

的

：が

ら

導

出

し

な

い

セ

、

或

他

0

^

 ̂

•

;

;

、
：

經
: ^
.政

著
S
.的
：.

：

. 

A

K _ (

会

)
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經
濟
政
策
の
目

的

： 

八

六

(

八

六

)

.經
濟
藥
の
自
的
を
經
濟
其
自
體
ょ
り
^
出
し
、
國
民
經
濟
的
生
產
力
の
意
義
を
之
に
從
つ
て
決
定
せ
ん
と
試
み
た
も
.の
と
し
て
、 

n ；
ベ
、ル
K

•ヴ
ィ
.ル
ブ
ラ
ン
ト
、
フ
リ
丨
ダ
•ヴ

ン

デ

ル

，及

び

證

味

.に
於
て
.じ

マ
.マ
ン
e

l

l
げ

3 '
こ 

と
が
出
来
る
。
-替
々
•は
次
に
此
等
の
人
々
I

を
檢
討
し
、
以
て
最
も
正
し
い
I

.
へ

ら

れ

み

經

濟

政

策

の

目

標

を

決

定

し

ょ

ぅ

。
，

(

訪
ニ
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Bd.

ヴ
ィ
ル
，ブ
ラ
ン
ト
に
依
れ
.被
、
經
濟
と
は
、へ
其
自
身
目
的
で
は
念
く
^
て
目
的
達
成
の
手
段
を
獲
得
す
る
こ
と
を
い
ふ
。
叩
ち日
く 

^

^

^
は

：
，：
欲
璧
.せ
ら
れ
ー
る
所
の
物
に
役
究
つ0
ぺ
，
ぐ 

' 

ン

, 

J

經
濟
に
於
て
は
•：
.
*最
後
的
合
目
的
性
即
ち
何
等
か
の
手
段
を
必
要
_

る
目
的
|
切
の
.可
^
的
達
成
に
就
て
論
ず
る
0
.
,

(

9

1〇)

:

^
;«
_

日
く
吾
々
.は
次
I

を
決
し
て
忘
れ
て
は
f

ぬ
、郞
ち
經
濟
が
常
に
他
の
も
の
V
爲
f

 ；

暴

、即
I

せ
ら
れ
窆 

|
'«
身

れ

た

る

も

0
、
又
は
缺
け
た
る
もの

一
，

■

的
な
..

,.

|

日
葉
を
用4

れ
ば
、
欲
望
：の
«

|
る
こ
と
を
忘
れ
.て
‘は
：
I

A

O
 

『

經
濟
的
目
的』

其

自

,|
1
|な
.る
も
の
社
存
_
し
な
い
P
欲
せ
ら
れ
た
る
も
^

\爲
の

手

段

が

^

ほ

欠

乏

せ

る

場

合

に

於

て

の

み

一

つ

の

努 

力
が
f

、
窆

を

效

果

t

し

む

る

爲

に

欠_

避
0
或
る
方
法
が
ぁ
る
の
で
ぁ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
.如
様

な

欠

泰

尙

2

數
吃 

■
れ
ぱ
■

程
、
其
洞
避
方
'^
は

布

意

義

な

も

：の

と

な

9
、

而

法

其

限

ゅ

に;|
て
、

經

濟

は-
—
此

意

妹

忆

於.て
.合
理
的
|

る」

. 

0

另̂
.一
:
^
0::
:
.經
濟
.の
此
意
味
か
ち
ザ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ト
は
直
ち
に
礙
濟
の
;0
的
丨
經
镝
»
策
め
目
檩
を
引
出
し
て
來
.る

>0
即
ち
^
欠
泛 

を
豫
防
1.
、％

年
，段
を
著
な
ら
し
む
る
事
、
之
即
ち
經
濟
政
策
の
目
的
に
外
な
ら
ぬ
。
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ト
は
之
を『

經

濟

的

卷』

(
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
b
e
m
t
g

oq)

と
呼
ん
で
居
る
。
而
し
てli
tH

E

的
，た
る
や
、
決
し
て
超
經
驗
的
に
與
へ
ら
れ
た
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
或
は
他 

の
視
界
か
ら
取
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
も
な
く
、
經
濟
と
い
ふ
^
の
分
析
ょ
り
導
出
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
理
由
を
以
て
彼
は
之 

に「

分
析
的
目
的
L(

s
f:
t
i
s
c
h
e 

s
e
a
l
)

と
.

S

ふ
名
稱
を
與
.へ
る
：o
日
く「

此
分
柝
的
目
的
と
：は
：、
目
的
設
觉
ゆ
齡
し
で
何
等
餘
規
の
レ
ゆ 

を
附
加
へ
る
も
の
で
，.も
な
け
れ
ば
叉
最
高
の
評
價
を
打
立
て
る
も
の
で
も
な

く
，

M

に
又
敢
そ
形
而
卜
毅
时
な
主
眼
を
胃
す
^ :

の
で
も 

な
く
し
て
、
手
段
を.必
要
と
す
る
欲
望
一
切
の
分
析
か
ら*
否
な
謂
は
^
其
欲
望
と
共
に
一̂

其
中
に
含
を
れ
て_

走

^

れ

レ

も

の 

で
あ
る
。

」
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九
頁
パ

li
b

點
に
至
る
ま
で
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ト
の
說
は
議
論
と
し
て
大
體
に
於
て
首
肯
出

'來
る
o
.目
的
を
：經
濟
其
物
か
ら
導
出
す
る
こ
と
、
又 

經
濟
を
ば
直
接
の
自
的
と
考
へ
な
い
で
、
手
段
の
'獲
得
に
在
る
と
な
す
こ
と

、
.從
つ
て
欲
望
即
ち
翁
後
の
目
的
に
就
て
睃Jt
論
犠
し
な 

い
事
は
茈
し
い.
0 —

-
忠
吿(
B
e
r
a
t
e
n
)

と
い
ふ
事
.，の
意
味
は
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ト
の
說
に
於
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
も

5[
>
で
あ
，る
.が
、 

此
處
で
は
之
を
特
に
論
ず
る
必
嬰
を
認
め
な
い
。

—

然
る
に
徒
は
此
目
的
實
現
の
爲
に
如
何
に
し
：た
ら
：忠
告
を
爲
し

#:
る
か
と
い
ふ
へ 

.間
題
に
來
て
.蹉
跌
を
來
た
ず
。
彼.に
依
れ
ば
經
濟
的
忠
告
は
個
々
の
：經
濟
を
齋
む
者
總
て
ビ
對
し
て
適
切

(
g
t
i
n
s
t
i
g
)

で
な
け
れ
'ば
.な
，̂ 

ぬ
,0
然
も
彼
自
.ら
0
吿
自
す
る
所
に
據
れ
ば
此
理
想
の.實
現
に
：は
恐
る
可
き
困
難
が
あ
る0
で
：あ
.る
;°
藉
1;
!
現
實
の
社
#

に
於
て
各
人
. 

の

經

濟

行

，爲

は

瓦

に

相

手

方

，の
：利

益

，と

衝

突

.す
る
樣
&:
具
合
に
.
#つ
^

益
：>-
爸
體
的
利
益
と
(0
«

突
％
露

す

る
0
.
:之
^
如
何
^
解

学

：る
如
：ど̂

ふ
.に
、
#'

'
經
濟
政
輕
自
的 
r
 

-

X:
.セ

.-



I

I

 

八
'
 

I

)

或
種
め
規
準
を
設
け
以
て
之
に
依
つ
て
答
へ
.
•て
居
る
。
第

一

位

は

篕Q

欲
望
、
第
二
位
は
生
f

し
て
囊
あ
ら
し
め
之
f

充
す 

る
所
の
欲
望
，
響

す

れ

ば「

有
S

ら
し
む
る
所
の
欲
望X

空

I
g
l
s
b
e
i
n
f
)

又
は(

E
r
f
o
l
l
d
f

此一

一
觀
の
欲
望
は
常
に
如
何
な
る
他S

望
.ょ
り
も
先
に
滿
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
彼
は
考
へ
る
。
S

S

更

妄

相

對

的
f

常
,, 

.

f

のf
a
t
i
v
/
N
i
a
k
)

と

い

ふ

欲

望

を

羡

今

之

は

恰4

個
人
.の
^

、な
る
健
康
さ
を
提
供
す
：る
と
同
じ
様
に
、

一.
S

國

民

の

内

部

に

於

て

人

口

震

に

應

じ
て
：.}

定.
せる程度歡 

碧
程
度
と
い
ふ
檬
な
も
の
ヤ
あ
る
ハ
璧
四
^

而

し

て

次

の

樣‘に
述

べ

て

吾

る
？
': 

へ

：
ノ 

J 

S
々
は
其
故
に〕

i

の
見
地
を
得
.る
こ
.と
：を
强
制
さ
れ
る
が
、
：蹵

:

に
I

ぅ

が
無
爵
で

I

O
即
ち
’
若
し
.吾
々
が
簡
潔
に
可
及
的
多
大
の
：經
濟
的
效
果
と
い
ふ
豫
備
條
件
に
問
題
S

I

ら
：ば
' 

之
は
正
I

差
別
と
I

O
可
及
的
多
大
の
經
濟
的
效
f

は
、

1

般
的
に
言
へ
ば
分
析
的
理
想
|

つ
て
、
可
及
的
に
各
人
に
對
し 

て
其
目
的
の
爲
に
手
段
を
不
足
な
か
ら
し
む
る
.こ
と
で
あ
る
。
可
及
的
I

、
.事
情
の
：許
す
限
り
即
ち
相
對
的
に
通
常
な
る
も
の
に
從 

つ
て
と
い
ふ
こ
と
|

る
。
若
し
も
之
が
闲
_
で
あ
る
な
ら
ば
、
看

合

に

は

、
少
く
と
も
出
來
得
る
限
り
、
.根
本
的
：に
重
要
な
る
も 

の
、
即
ちE

r
l
s
b
e
d
i
n
g
l
e
n

又
は
實
に
坐
存
の
爲
に
丈
け
は
欠
乏
が
あ
つ
.て
は
な
ら
ぬ0

:
:

即
ち
全
體
と
し
て
い
ふ
な
ら
ば
、 

人
が
I

自
ら
給
付
し
得
る
如
く
に
と
い
ふ
こ
と
，
略
言
す
れ
ば
、，
限
界
效
用
に
從
o
て
と
W
ふ
こ
と
で

ぁ

今

:
:
即
ち
塵
の
事 

.情
に
從
っ
て
、或
は
、
全
體
の
'
:利
益
が
貫
徹
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
f

換
言
す
れ
ば
客
觀
的
經
濟
的

に
重
要
1

4

が
#
^
^

.け
る
多
數
S

々
I

に
保
證
さ
れ
る
か
、
s

i

種
の
も
の
が
不
必
し
で
濟
ま
さ
れ
た
り
、
事證許ギ
以句
 

に
僅
少
の
も
の
し
か
達
成
せ
ら
れ
ぬ
こ
と
を
豫
.防
さ
れ
ね
ば
故
ら
ぬ
の
.で
あ
る
^
註
三
5
と
0

(

■

一

IU.D: 

D
a
s

 T
s
b
l
e
m
.

 USW. 
.ニ 

V
丨
l
.lc
J:
,

.

S

H

s

) 

w
ti
J
b
r
a
n
d
t
k
s
}
£
l
n
^
T

1

S
五)

：豸
^

!

&

;同書
八
0
1:
^

.

上
記
の
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ト
の
說
の
中
で
、
：滿
た
さ
る
可
き
欲
望
が
各
人
の
限
报
效
用
に
依
つ
て
測
定
せ
ら
る
ベ
：き
こ
と
を
主
張
し
て

居
る
の
は

、
，一
應
首
#
の
出
來
る
こ
と
で
あ
る
。
漦
し
各
人
が
欠
乏
を
防
ぐ
爲
に
先
づ
選
擇
す
る
欲
望
の
.
_重
：要

性

は

限

界

效

用

に

依

つ

て

之
^
测
定
す
る
の
が
當
然
だ
か
ら
で
あ
.る
。
併
し
此
限
#
效
用
は
各
人
の
ネ
：觀
の
定
む
る
所
で
あ
り
、
她
人
の
推
測
^
許
さ
ぬ
の
み

な
ら
ず
、
客
觀
的
徵
準
を
設
け
て
直
接
忙
其
琪
要
性
を
测
定
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
ゃ
然
る
に
ヴ
^
太
ブ
ラ
^
ト

は

不

幸

忆

も

^

欲

望

に

就
.て
上
述
.の
.如
き
區
別
を
設
け
、
；重
要
性
を
容
觀
的
に
弟
別
七
、：
全
體
利
益
^
特
殊
利
益
^
の
對
立
に
.就
'て
頭
を
懷
し
て
居
^
様
で
あ

る
。
豐

別

、
此
標
袁
併
し
當
然
瞹
味
赴
由
觀
的
色
彩
备
べ
f

Q
で

な

け

れ

城

な

ら

ぬ

：。

例

益

^

て

あ

ら

ぅ,0
.、

.'「

其
時
々
；の
事
情
に
從
ひ
、
全
體
的
欠
乏
に
際
し
て
は
全
體
の
.福
利
助
長
を
先
に
置
く
べ
く
、或
は
又
全
體
0
狀

態

が

順

調

の

.場

合

に 

^
、
。
特

殊

の

福

利

助

長

を

ば

^
そ

.0
經
濟
的
成
果
が
ょ
り
强
く
脅
か
さ
れ
て
居
石
限
り
に
於
て
？
先
に
.置
く
_べ
き
で
：あ

名

？
1

が
常 

に
领
者
に
f

往
ぎ
、
.何
れ
の
一
.方
に
も
浅
凜
を
怠
.つ
て
は
な
ら
ぬ
Lo
s

=r
H
C今
吾

々

：が
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
シ
ト
^
云
ふ
通
り
#
人
何 

れ
逸
の
爲
に
す
义
經
濟
的
忠
告
で
あ
る
こ
と
を
常
に
|
頭
に
置
ズ
4
し
て
も
-
上
記
の
■
な
場
ム
ロ
に
全
體
的
欠
乏
と
は
何
を
指
す
か
、 

次
何
杧
依
つ
；て
測
名
か
、特
殊
的
利
益
を
何
の
；程
度
ま
で
尊
重
す
べ
き
.か
.に
就
て
^

の̂
指
針
を
も
得
る
こ
と
が
出
來
ね
。
此
處
に
は
朋 

に
ヴ
ィ
ブ
.ラ
シ
ト
：の
嫋
顧
が
潜
ふ
で
届
る
，

/
;
'
.
;
'
.
.
:

(

藤

.

^
v
w
i

ffm
n
d

v.pas.probll̂
^̂
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.
‘次
に

フ

ダ

を

シ

.

1

ア
：
ル
，

マ
ヒ

，：. に

法
意
を
轉
ず
务
な
ら
ば
、
彼
女
は
其
名
著「

生
產
カ
論
JK

於
て
經
濟
政
策
の
目
的
を
、
；經
濟 

-
赛
政
策
の
目
的
'

.

...

八
九
;:
:

(

▲
#〕

•
■:



“

養

f

的 

S
 

(

九
〇〕

的

蠢

ヵ

^
求
め
、
其

蠢

ヵ

&

囊

を

經

濟

と
.
ふ̂

囊

か
ら
導
出
し
て
來
る
。
.即
ち
日

く「

欲

管

其

蹵

と

Q

不
K

ら
し
て 

經
濟
が
發
坐
し
、
同
時
に
又
此
不
和
を
征
服
せ
ん
と
す
る
其
I

が
李

る

。
經
濟
と
は
、
即
ち
此
不
和
の
和
解
に
向
け
ら
れ
た
る
行 

為
で
あ
る
J

I

W乂
、「

若
し
經
濟
の
解
除(

欲
望
が
十
分
に
充
た
ざ
れ
て
飽
和
せ
る
狀
態
を
指
す
.丨

筆

者

謎)

が
到
達
し
得
ざ
る 

目
的
で
t

と
す
れ
ば
、
其
不
和
狀
態
を
緩
和
す
I

に
之
を
征
服
す
る
力
を
强
化
す
る
こ
と
は
常
に
經
濟
の
任
務
で
あ
る
。
比
力
り 

.大
4
潇

泰

设

良

に

■

す
る
其
能
力
ぶ
っ
て
測
定
さ
れ
る
。
此
效
ヵQ.

■

ぬ
經
濟
に
於
て
唐
力
の
名
稱
を
帶
び
る
。
柴
 

和

葉

除

こ

，そ
は
經
|

向

ひ

交

|

濞

で

あ

り

、
坐
產
力
と
は
經
濟
目
的
の
遂

行

所
め
概
念
で
あ
る
。」(

璧

八

)

又「

乾 

濟

馨

.の
宴

ょ

A

-'
L
て

猶

濟

眞

4
し
て
の
生
鹿
力
、
：極
大
の
‘效
^

.て
來
4

X

1

6

/
，
.一.

‘ 

. 

'

:■
'

•
■ 

”
此

律

の

！̂

用

文

に

於

て

見

ら

る
、
如
く
、
ヴ
ン
デ
ル
I

ヒ
の
考
へ
方
は
、用
語
こ
そ
異
な
れ
、
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
卜
と
全
ぐ
軌
を
一
に 

し
、
菩
々

龛

懷

ヤ

る
所

羞

メ

一
致
f

論
法
表

て

居

る

。
'
又
更
に
賢
明
に
も
欲
f

就
て
は
之
裏
濟
以
前
に
與
t

れ
た
も 

I

し

昆

I

ず
る
こ
|

欽
せ
.ず

、
。
其

分

析

、
|

、

等

級

的

差

別

等

は

：經

濟

の

領

域

外

に

|

、
：
經

齔
 

て
も
誠
っ
て
f

 

4說
き
、
之
を
排
し
、
單
に
與
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
し
て
之
を
利
所
す
ベ
し
と
主
張
ず
る
。
日
く
：
 r

目
的
と
し
て
の 

■欲

望

舊

濟

以

前

の

も

の

セ

：あ

る

ノ

即

ち

經

濟

转

爲

に

.依
っ

て

初

め

て.實
現

さ

れ得
る
も

の

で

I

 

o:
經

濟

學

ば
、

飲

望

1

$

%
:.
.
-
0そ

|

取

气

因

果

的3

の
|

そ

て

の

み

之|

用

す

る

こ|

出

|

。
レ

|

$

:

,: 

> '

..:,.x 
鞋
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w
u
n
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書
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四

頁
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w
u
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d
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同
書
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”
、
：
，
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;

(

'
ぐ
べ
ハ

 j

 

1
;
へ
パ
：
一
'
へ
へ
へ 

..

"然
も
ば
斯
様
な
意
味
の
坐
產
力
の
測
定
や
其
促
進
の
內
#
は
何
か
。
ヴ
マ
デ
ル
リ
，マ
ヒ
女
史
は
.生
產
カ
.を
«
成
す
る
»
素
と
1.
て
技 

術
的
合
理
性
、
組
織
、
消
費
.の
生
産
力
、家
政
及
び
坐
產
的
諸
能
カ(

之

は

特

，に

人

間

の

勞

働

を

意

味

ヤ

る

〕

急

區

別

し,
绝
產
ヵ
覆

進 

す
る
手
段
と
し
て
技
術
、
：組
織
及
び
能
力
：の
增
大
を
考
'へ
て
居
る
9
^
31
の
此
.要
素
分
析
..に
就

て

：
は

必

ず

，し

も

興

論

な

，し

4
は
言
は
れ 

ぬ
.か
も
知
れ
ぬ
。
併
し
'1

っ
の
考
へ
方
と
し
て
尊
重
に
値
す
る
も
の
で
あ
り
又
經
濟
政
策
：の
寒
礎
理
論
.と
し
て
確
に
摯
敬
す
べ
き
も
の 

で
.あ
る
。
唯
吾
人
に
：取
っ
て
不
滿
に
感
ぜ
ち
れ
る
こ
と
は
、
現
實
.の
社
會
に
於
て
此
生
產
カ
：が
如
^

^
形

玄

取

っ

：て.現
れ

：て

房

：る

か

、 

又
总
の
测
定
は
如
何
に
行
ふ
べ
き
か
を
明
示
し
て
居
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
此
點
に
就
て
は
、
.晋

人

は

次

に

ロ

ぺ

：
ル

—

 

r

w丨
フ
マ
ン
及 

び
パ
ゥ

.ル

.，ア

.ル
ン
ト
の
說
を
此
較
し
な
.が
：ら.、
，
本

論

文

の

衰

後

の

結

論

を

，下
：す

と

 ̂

. 

: 

.:

.

.

.,

五
、
，
®
 生
產
'力
說

と-.
私
®

g
w 
生

產

ガ

ム.

:.
に

，
.

:

'

.
::
公

.

•;
'
グ
ン
デ
ル
リ
ダ
ビ
の
說
は
最
も
极
本
的
な
間
題
.:
'
即
：ち

瑰

在

の

經

濟

組

織

其

他

諸

種

.の
條

件

が

：ら

離

れ

セ

、

'生
產

ヵ

を

«̂:
ょ

ぐ

發 

，輝

ず

る

に.‘は
、
如
何
な
る
組
織
、
如
何
な
を
條
件
.
.の
下
、に
於
て
マ
^
る
か
を
說
-̂

も

れ

で

あ

る

が

‘
ャ

今

斯

棒

な

粮

本

的

形

式

的

な

問

題 

が
^
,離
れ

て

今

日

與

：

.へ
ら
れ
た
S
經
濟
組
織
を
觀
察
し
、
其
根
本
的
成
立
條
仲
の
上
に
立
令
て
.、
此
針
•
.會
.：に
於

け

：
る

經

濟

的

坐

產

ヵ

增
 

"大
の
方
策
如
何
を
問
題
に
ょ
ぅ
。：.

'

.

.

.

パ

.:
.'
:;
，

::丨

令
H
の
社
會
ば
根
本
條
件
と
し
て
I

的
自
由
競
争
の
支
配
ず
芯
交
換
經
濟
麗
で
あ
る
.？
此

競

爭

的

交

易

麗

：に

對

し

.て
、
#

濟 

外

的

の

諸

截

の

要

素

：が

此

极

本

條

件

に

多

少

の

制

限

を

加

へ

變

更

を

生

ぜ

^
め
^
^
^
^ ̂

吾

々
は
此
處
に
問

は
な
い
。
’此

等

，
の 

條
件
は
應
與
件
と
し
て
論
ぜ
.ぬ
こ
'と
.に
す
.る
？ ：，

：.，

;
:
-
!
濟
の
自
的
は
ヴ
^
ア
：ル
リ
ネ
11
-や
ヴ
^

ト
<D
說
く
通
炎
經
濟
の
意
義
か
ら
生
れ
て
來
る
.も
の
.で
あ
っ
て
、
各
人
の
欲
望 

.

め
自
的
'■
■

:
九
.一

ハ

.允
一
：

>

.
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0
的 

空
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(

.空
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.

滿
足
.を
趟
大
可
能
な
ら
し
め
る
爲
に
必
要
な
外
的
手
段
を
各
人
に
供
給
す
る
C
.と
で
あ
るo

、

如

何

に

し

た

ら

欲

望

滿

足

を

可

及

^
,
こ

多 

す
な
.ら
し
め
得
.る
が
と5

ふ
こ
と
-
經̂
濟
政
策Q

目
標
で
あ
る
。.
そ
れ
に
は
何
と
い
つ
て
も
外
的
滿
足
手
段
が
欲
望
に
適
す
る
様
に
作 

ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
，即
ち
•所
謂
る
^
產
が
行
は
れ
■ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
己
の
欲
望
滿
足
に
必
要
な
手
段
を
自
，ら
働
い
，て
作
る
#
合
2
.は
、. 

生
産
と
.は
、
：勞
働
に
依
つ
て
生
ず
る
效
用
を
意
味
す
るO

效
用
の
大
な
る
財
貨
を
脔
ら
す
こ
と
が
即
ち
坐
產
力
の
夫
な
る
I

I

I
 

す

る

今

.日
の
交
猶
經
濟
組
織
に
於
て
は
何
れ
丈
け
の
外
的
財
貨
を
各
人
が
入
手
し
得
る
か
は
、
原
則
と
し
て
各
人
.の
.責
任
に
委
ね 

ら
れ
、
然
か
も
各
人
は
欲
求
對
象
を
直
接
に
生
產
す
る
こ
と
な
く
、
‘他
の
人
々
に
必
要
と
推
定
せ
る
'或
種
、

Q

鉴

を

啬

し

、
然
る
後 

:立
に
之
を
交
換
し
合
つ
て
後
に
漸
く
欲
望
滿
足
手
段
を
獲
得
す
る
の
.で
あ
る
0此
交

換

の

.爲

に

貨

幣

が

其

媒

介

手

段

土

し

て

#

在

す

る

0
: 

故
ぬ
各
人
の
坐
產
せ
る
財
貨
は
先
づ
，计
^
量

0-
§
^
と
交
換
せ
^
れ
4

^

<換
^
依
つ
^
得
^
る

貨

幣

を

以

て

各

人

は

.其

欲

望

滿

足

乎
 

段
を
取
#
す
る
。
略
言
す
れ
ぼ
J
各
人
が
何
れ
丈
.け
欲
善
足
串
段
を
署
し
得
る
か
は
、
其
生
產
せ
る
財
貨
の
交
換
價
値
の
大
小
に 

_

<>
_
;
e
き
ま
爲
各
久
杞
取
っ
淹
は
其
貨
幣
所
得
め
丧
小

«

^
,^
^

基
人
が
其
經
濟
行
爲
に
依
？

生
み
出
す
儐
値
の
：生
產
カ
を
意
味
す
^
。

財

此
處
に
說
く
こ
と
は
容
易
で

&

-^
し

'.
:>
;
叉
必
耍
で
も
な
か
ら
ぅ

0:

»々
は

§
^

_
搏
效
用
說
.に
依
る
價
値
理
論
を
承
認
せ
ら
れ
た
る
も

.

.の
：；̂
看
做
^
:
.
.
て
ー.置
く
0
..
'

.

|

-

^

-

:

」

ソ

.
V.。
 

i
? 

ノ
 

. 

.

.

.

.然
り
と
十
れ
ば
、
各
人
s

l>
て
輿(

S

の
.價
値
生
產
カ
.を
可
友
的
に
大
な
t

め
、
以
て
其
所
得
を
ょ
り
.一 

こ
.‘と
が
經
濟
の
目
的
に
適
ぶ
所
以
と
：.爲
.る
b
,:而
し
て
此
傯
値
生
產
カ
を
測
定
す
る
务
の
ほ
個
々
、
^

a
b
m'.
s〕

或
は
私
經
濟
的
_

力(PIrivatwirtscKaf

碁

e p
r
o

'&k
t
i
y
i
g
v

と
呼
ば
れ
名
所
の
も
0

外̂

着

ね

.:
0
:
收

利

ヵ

と

は

生 

鹿

費

并Q

價

値

占

生

產

Q

結

果

即

ち

生

產

物

の

價

値

と

の

比

率

を

い

ふ
。
前

者

が

後

者

ょ

り

大

な

る
時

は
.比
.率

ば1

以
下

で
.あ
f

其
反

對
め
場
合
杜
1

以

上

で

，
本

る

。

ヘ

此

言

槳

は

或

財

慣

値

の

生

産

の

爲

に

用
ひ
ら
れ
る
所
の
各
種
坐
產
要
素
が
生
産
.，へ
，
參

加

す

： 

る
事
忆
液
_
ヤ
幾
何
か
の
代
'«
を
獲
得
す
る
か
と
い
ふ
意
味
を
含
ん
で
居
る
. 0

_

し

各

種

生

產

要

素

の
價
格
は
結

局

之

よ

り

：生

ず
^
坐 

谨
物
0
價
胳
忙
：崔
め
て
定
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
：る
0
;而
し
，て
生
產
要
素
の
價
格
が
高
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
一
面
に
於
て
そ
れ
が
よ
り
大
な 

.
る
效
用
め
生
產
尤
貢
獻
ず
る̂
同
時
來
他
面
に
於
て
該
生_

に
參
加
せ
名
諸
生
產
要
索
の'所
有
者
の
所
得
が
多
.い
こ
と
を
意
味
す
る
の 

:

で
あ
^
:
而4

て
施f.?:

败
利
カ
が
大
な
れ
ば
汰
な
る
程
此
等
坐
產
手
段
の
價
楮
は
高
い
事
.に
な
；る
。
之
は
直
に
該
經
濟
行
爲
に
參
加 

す

..る

も-€
>

に

取

つ

て«

お

的

福11
:
を
齎
ら
す
こ
.と
を
意
味
す
る
。
又
若
し
收
利
カ
.が«
く
、1
以
卞
で
あ
る
樣
な
場
合
は
、
該
坐
菡
手
段 

が
«
期

の

.
效

梁

を

爾

ら

さ

ぬ
こ
i
を
意

味

する
も
の
で
あ

り

，
、
經

濟

的

生

產

カ

の

增

大

.^
計
る
目
㈣

に
沿
は
ぬ
こ
と
に
爲
る
で
あ
ら
ぅ
。 

而
し
て
完
全
な
る_
由
競
爭
を
假
宠
す
る
激
ら
ば
、其
時
の
入
々
：の
知
識
の
許
す
範
圍
内
艽
於
て
、

一
社
瀹
の
あ
ら
ゅ
る
企
鼗
は
そ
れ 

ぞ
れ
ぬ
危
險
を
考
慮
しV

.
'

相
均
し
い
收
利
力
を
發
揮
す
る
管
で
あ
る
。
之
を
個
々
の
生
產
要
素
に
就
て
い
：へ
.ば
、
そ
れ
ぐ
の
發
挪 

す
る
限
界
的
坐
產
ゆ
が
均
等
に
.爲
る
.檨
に
各
種
生
產
業
に
分
配
せ
ら
れ
る
こ
と
に
爲
る
で
あ
も
ぅ
,0
斯

く

の

如

き

狀

態

.に

達

せ

る

場

合 

に
於
て
當
該
瓧
會
に
於
て
は
最
も
高
：き
經
濟
的
坐
產
カ
が
發
輝
せ
ら
れ
る
こ
と
に
爲
る
の
で
あ
っ
て
、
之
は
與
へ
ら
れ
た
る
條
件
の
下 

に
於
け
名
最
高
の
目
的
^
v>
ふ

べ
き
で
あ
る
:0」

次
杧
.ロ
べ
ル；

ト
:
•vy
1

フ
マ
ン
:<
D
所
言
を
引
用
す
る
こ
と
は
吾
々
の
主
張
の
.了
解
を
# 

為
な
.ら
し
め
る
4
思
は
れ
名
^
即
ち
リ

ー
ラ：

マ
ン
日

く

：

「

ぐ
營
利
業
に
於
て
：資

本

と

勞

力
と
の
平
均
的
收
利
力
が
、
種
々
の
危
險
を
實 

.際
的
に
考
慮
^
て
';
,
.%

餘

の

：
醬

利

業

の

.收

利

汸

と

等

し

く

な

名

程

度

.に

 

共
分
量
が
之
を
超
過
す
る
と
と
も
亦
之
に
不
足
す
る 

こ
と
も
尨
い
場
合
に
於
て
最
大
の.
一
般
的
福
祉
が
#
杻
す
る
の
で
あ
る」

と
。(

誰
四
一〕

又
日
く「

最
大
の
國
民
經
濟
的
坐
產
力
と
個
々
の 

.經
满
單
位
：'-
郁

^
最
决
.の
：私

經

濟

的

收

刺

カ

石

は

笋

敖

レ

な

：け

れ

ば

な

ホ

ぬ

_
^

.る
と
す
れ
ば
、'
個
々
の
企
業
の
全
體
が
最
も
よ
く

刹
を
酬
は
れ
て
焐
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
又
之
を
逆
に
言
つ
て
も
犯
し
.い
O
J
g
s
!

)

經
濟
政
策9

目
的 

九
s 

c
r
^
H

)

.



y
'
v シ：一
芒 

：：.7t 
こ
.
：
：
.
.
し

 

.

.

汍
四
.
：

0.

九
四
U

之
と
同
じ
趣
旨
の
事
を
バ
ウ
ル
•ア
ル
.ン
ト

が

次

の

.様

に

述

べ

て

居

る

。

•‘

「
j

高
け
れ
ば
高
い
程
良
いー

と

い

ふ
收
利
力
の
努
力
は
、

一
國
民
經
濟
內
に
在
る
企
I

崖

力

を
高

め

る

こ

と

に

根

本

句

 

貢
獻
を
爲
す
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
吾
人
が
塵
し
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
5

過
ぎ
た
こ
と
に
な
ら
ぬ
。
餘
剩
利
益
を
得
ん
と 

す
る
努
力
は
，
企
業
家
I

法
的
S

せ
ら
れ
る
I

で
.あ
っ
て
，
：邊
の
如
何
な
る
階
級
に
花
っ
て
も
、
企
.

I

Iっ
て
.

i
 

其
能
力
を
§

せ
’
I

I

爲
を
し
て
有
效
な
ら
し
め
ん
と
I

で
あ
ら
ぅ
。
..

.

.其
結
果
は
、
全
國
民
經
濟
に
於
け
る
生
産
力
の

i

知
白
增
久
で
あ
名g

相
違
な
く
而
し
て
:^
:
れ
ば
班
.に
|
-國
民
經
濟
的
生
產
ヵ』

の
增
‘大
と
同
一
意
義
の
も
の
で
あf

」
(

註
四
三〕

とo

■ 

0 

' 
*

-
(

戟
四
二)

：智
ぼ
目
〒
同
書
3

|
〇
頁
へ
.
'
く 

 ̂

 ̂

6

0

^

0
 

- 

>
3

 ̂

- 

- 

^
-
R

の
.考
へ
る
所
に
據
れ
ば
、
私
經
濟
的
生
産
力
が
I

ゆ
る
方
面
に
於
1

も

有

效

谨

翁

棄

る

|

,

"
國

識

濟

的

生

產

ヵ

が
|

蒙

繁

|

、
此
|

|

て

私

經

濟

的

^

^

_

的

歡

ど
 

m

.

l
る

秦

2

る
i

る
I

く 

Q

f
議

8

4

5

 

又
そ
れ
f

間
に
於
て
可
成
り
有
り

V

あ
る
o
.菩
々
は
低
^
|
誤
解
ど
解
く
爲
に
以
下
少
し
く
述
べ
る
必
要
が
あ
ら
ぅ
0 

「

德

濟

的

利

益

が

周

民

經

濟

的

利

益

と

衝

突

す

る

場

合

そ
5

々
擧
^
^

I

を
I

I

め
、
：
以
.て
I

產
者
に
利
益
を
與t

が
、
爾

馨

溱

具

观

的

彥

を

浪

ば

、
：裏

_
が
頗
る
，豐
作
で
■

典

價

观

の

骚

落

を

恐

れ

て

、

共

一

.
部

分

を

故

意

に

廢

棄

す

る

こ
 

填
繼
濟
的
に
は
利
益
が
あ
っ
：支

_

_

的
S

损
炎
で
あ
る
と
い
ふ
.塵

、
或
は
又
穀
物
が
頗
I

作
の
場
合
に
は
、

S

格
高
{
其
生
產
苕
は
先
な
る
利
を
收
め
る
が
弋
爾
驗
ゆ
國
民
は
損
失
を
蒙
る
と
い
ふ
反
對
論
で
あ
る
タ
.
：

,.
- 

:
斯
様
な
反
對
論
は
財
貨
が
多

.*
祀
在
る
こ
と
を
'以

て

直
ち
に
國
民
經
濟
の
福
祉
が
檢
進
す
る
と
#
へ
る
盲
斷
か
ら
起
る
0
交
換
經 

濟
の
社
會
に
於
て
は
巧
軍
な
名
財
貨
の
存
在
は
い
直
ち
に
各
人
に
福
祉
女
掰
^

す
も
の
で
は
な
い

。

そ
れ
が
適
當
に
分
配
せ
ら
，ル
て

初 

て

.1
欲
望
滿
足
手
段
た
石本
質
を
潑
瑯
す
名
の
.で
あ
る
';
0
從
つ
て
坐
產
力
を
？

，す
る
噶
合
に
は
、
必
オ
財
貨
分
配
と
い
ふ
こ
と
を
も 

併
せ
考
へ

.

な
け
れ
ば
經

濟

觀

察
い
ふ
も
の
は
行
' ^

れ
灘
い

の

で

^
る
:°

#
;
に
分
观
し
得
る
財
貨
^

存
在
量
が
豐
富̂

あ
る
こ
4
は
ク
：

.

■
福
祖
.を
ょ
り
大
な
ら
し
む
る
要
素
で.あ
る
0
::が
そ
れ
許
り
が
要
素
の
全
部̂
占
む
^

他
に
も
福
祉
を
構
減
す
る
要
素 

は
在
る
。
之
を
無
視
し
て
其
ブ
タ
の
み
を
取
つ
ゼ
劈 

頓
着
な
く 
€
產

す

る

こ
.<
*
:は
果
し
て
國
民
經
濟'の
刹
益
^
な
.る
か
^

い
4 

其
限
界
は
何
處
'
,

:

に
难
；
か
そ
机
袖
即
ち
其
社
會
祀
於
け
る
生
產
字
殺
の
.限
报
浊
谨
力
が
均
等
太
發
挪
さ
れ
る
點
で
あ
るO

此
點
ま
で
唑
產
手
段
を使

用
...

'
す
る
：
こ

と

が

全

襤

泛

し

て

*

も

經

濟

的

に

財

貨

の

生

產

さ

れ

る

こ

と

を
意

味

す
る
。
若

し

或

崖
部

門

に

於

；て

坐

產

手

段

の

：
限

界

生

產

へ

. 

ヵ
が
或
他
の
：生
谨
部
門
に
於
け
义
ょ̂
も
劣
つ
て
居
义
為
ら
:&
、
，
そ

れ

は

前

銮

が

ょ

り

逋

ま

る

ベ
き
機
會
を
見
逃
し
て
居
る
こ
と
に
な 

::
|
),:
>
1
同
時
に
其
社
會
に
於
け
る
ょ
り
强
度
の
議
激
亦
滿
た
さ
也
ず
に
在
石

.こ
：と
を
意
味
す
る
の̂

あ

り
:'
'
私
經
濟
的
に
も
國
民
質
濟
丫 

的
に
も
損
炎
で
あ
る
a：
言
は
ね
ば
な
&
ぬ
,0
;
:前
例
の
.
_合

に

於

て

穀

,

呂

 

以
上
に
な
ら 

ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
、
'抑
斯
様
に
多
量
に
生
產
平
段
を
利
用
し
た
事
が
既
に
不
^
.
產
讷
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
O

K
に
經
濟
的
に
坐
產
を
營 

ま
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
、S

收
利
力
が
爾
餘
の
企
證
收
利
力
と
均
等
I

る
程
度
£

む
べ
き
.で
、

一
部q

塞

雷

は

之

を

取

去

. 

つ
て
他Q

企
業
に
利
用
す
るQ

が

篇

な

Q

で
.
t

。'併
し
！
^
出
來
上
つ
た
も
の
は
仕
方
が
な
い
0
蝥
そ
れ
が
天
候

S

任
に
上 

つ
：て
過
剩
を
生
ん
だ
爲
だ
と
す
れ
.ば
"
.該
經
營
紫
は
、
經
濟
目
的
に
背
い
て
’行
動
し
た
_
で
は
な
い
と
い
ふ
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
れ
は
確

義

政

策f

岛
 

九

五

C

九
S



奮

養

目

的
 

癸

(

九

六

〕

人
間
:0
.蓋
切

に

は

、
盤

も

あ

り
難

y

避
け
ら
れ
ぬ
-で
:^
ら
ぅO

#
会

穀
物
の
過
剩
は
之
を
如
何
に
處
分
す 

べ
き
か
。：
居
.々
.の
考
.ふ
る
所

に

據

れ

ば

、
.
そ

れ

せ

冗
來
亦
金
く
激
期
せ
ざ
る
過
剩
な
:(
?
>で
あ
る
か
ら
し
て
、
其
一
部
を
破
难
 

> 
て
、
土 

產
手
段
に
收
禾
ブ
を
狄
へ
るこ
と
.は
，

.決
し
て
國
民
經
濟
に
不
利
溢
を
來
た
す
も
の
で
は
な
>
で
あ
ら
ぅ
-'
0

否
な
寧
ろ
.之
を
破
棄
す
る 

V

と
が
，
§

塞

手

段

Q

價
値
囘
收
を
可
能
な
ら
し
め
、
•將
來
H

5
て
更
に
利
用
す
る
響
を
與
ふ
る

I

に
な
る
點
に
於
て
國 

民
經
濟
的
利
益
と
も
な
り

勿
論
私
經
濟
的
I
も
有
利
で
あ
る
、
と
言
ふ
べ
き
で
也
る
。
其
過
剩
部
分
を
貧
民
に
施
す
べ
し
と
か
叉
は 

談
酞
會
に
於
け
る
限
猓
的
收
利
カ
以
下
の
價
格
に
依
つ
て
之
を
一
般
に
賫
却
し

一
般
激
費
諧
を
潤
す
、ベ.し
と
い
'ふ
議
論
は
、
爷
ー
戎
り 

立

：つ

淳

れ

议

、
.
矣

は

非
經
濟
的
例
へ
ば一

.つ
の
，社
會
藥
上
か
ら
主
張
さ
れ
る
こ
と
で
あ
つ
て
決
し
て
_

藥
の
目
的
に
適
へ 

る
議
論
で
は
な
い
。 

.

.
殼
勸
の
收
猶
^
パ
ノ
な
か
つ
た
場̂

に
し
ズ
名
同
職
で
:'
^

^

观
作
，，の̂

に
當
嚴
生
產
昔
は
社
會
の
限
#
的
收
利
ヵ
以
上
の
利
益
を
隻 

得
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
確
に
過
常
の

〕

刺
溢
泣
^

石
0
;
,吾
々
:0
任
魏
は
抑
澌
様
な
翦
の
起
ら
ぬ
樣
に
、
更
に
他
の
收
利
ヵ
の
低
い
所
に 

使
は
れ
て
居
る
坐
產
要
素
を
拔
出
し
て
此.事
；業
‘の
'爲
to
使
用
：ず
.ベ
..

赛
； .

.鑛

の

％

あ
る
。
此
出
發
點
に
誤
り
が.あ
る
以
上
、
斯
る
結f

 

免
れ
蔚
い
/.
0

免
れ
る
爲
に
は
更.に
澤
(/
1
に
生
產
し
な
け
れ
：ば
攻
ら
ぬ
の
で
あ
石0

«
僧
物
の
如
く
短
時
日
.に
追
加
坐
產
出
來
ぬ
場
合
は 

似
う
か
。
其
場
合
に
は
凶
作
は
兎
に
角
凶
作
で
あ
つ
て
國
民
經
濟
的
に
木
利
益
を

f

 

f

 

l

:
事
實
で
あ
るO

即
ち
®

の
爲
に
得 

ら
れ
石
強
で
あ
つ
た
欲
望
滿
足
手
段
が
減
少-L
た
の
で
#

る
'か
:6
>

,
人

民

の

，
受

け

る

福

祉

は

.そ
れ
丈
け
減
る
に
相
違
な
い
の
で
あ
る̂• 

併
^
價

格
:0
^

^
は
騰
貴
.で

別

問

題

で

耄

。
ハ
ア>

ン
.ト
.の
抬
摘
す
:^
通
^
騰
貴
が
4
|1
貴
^

ぅ
か
を
ょ
く
反
省
し
て
見
る
必
要
が
I

O

'装
し
肯
定
t
至
答
み
る
な
ら
ば
確
產
顧
齊
.と
國
民
經
濟
结 

若

.1

.否
定
の
答
が
得
ら
れ
る
為
ら
ば
吾
々
.の

主

張

漥

し

笑

^
に
爲
石
0」
然
か
も
其
答
は
明
に
否
定
的
で
ぁ
る
0
實
格
が
騰
貴
す
る
''
.

:<
t
は
'
.
.
' 
以
^'
ょ
;^
-^
湖
#
胡
.忙
瘫
沙
來
興〕

へ
^

^
: ^
る
财
货
亦
分
配
し
直
ほ̂

れ

る
-<
1
:と
.
、
，
^

■

霍囊當爲伍：

す
：

ふ

^

J

着

妹

す

截

雲

ら

ぬ

。
警

す

れ

ば

、
來
に
對
す
る
ょ
り
强
ぎ
需
要
を
滿
し
て
、

;

他
の
■或

奢

. #
?
!办
猶
.

要

を
:*
た

さ

ず

に.遛
く
こ
.と
を
意
味
す
飞
自
由
競S

市
場
經
濟
に
^

つ
て
.此
！

$

分
配
が
完 

全
.に
^

被
れ
'-
^
と
^

4
ば
^

妨
正
に
«

民
經
：濟
的
利
益.に
合
致
す
る
も
の
と
言
は
ね
ば.な
.ら
；ぬ
'0
'
ア

ル

ン

ト

は

.
比

次

第

を

次

の

#

に
^
 

ベ
て
-
居

る

 

o
. . 

.

.

’
•
■

、

：

'「

■

於

僩

饜

、
如

古

-漂

ネ

る
.、，
都

％
啟
胙
の
結
果
と
し
て
の
價
楮
騰
貴
が
、
^

か
何
ぅ
か
と
い
ふ
こ
4

1
°

問
題
の
答
は
白
く
、
決
し
て
S

な
こ
と
は
な
い
;0(

市
場
經
^
 

1

 

飞
多
數
の
經
濟
紫
に
道
：す

馨

截

事

窗

ぬ

。
_

_
蓮

％

化

靡

用

は

經

濟

秧

序

■

造

唆

る

立

法

寰
 

I

る
。
之
に
依
.f

消
I

藍

f

掛
け
ら
れ
、
生
產
策
は
I

を
免
.れ
る
J

共
に
全
膜
の
解
祉C

爲
に
。
需
要
と
供
給
に 

依
3
;»
く
-の
如
き
價
格
の『

規
制』

に
基
い
て
疋
に
全
市
場
經
濟
が
存
立
し
て
居
る」

餘
四

0
と
0 

- 
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丨
フ：

マ
ン
、は
北
：業

、利

加

の

或

蠶

な

：

小
麥
栽
培
地
方
に
於
て
農
業
禮
働
者
の
賃
銀
が
餘
ヵ
に
高
い
爲
に
，
農
場
主
が
豐

か

に

實 

れ
^
:小
.麥
I

,
取
ら
ず
、
之

を

腐

败

禱

し

てf

n

見
、
農
場
經
營
者
は
此
際
果
し
て
國
民
經
濟
的
に
刺
益
を
f

し
て
居
る
か 

何
ぅ
.力
と
.い
ふ
問
題
を
槐
他
す
る
。
蓋
し
彼
の•農

童

.達
は
多
量
に
■收
獲
を
ぁ
げ
る
こ
と
が
小
麥
の
價
格
を
下
落
せ
し
め

r

麗

离

貨
 

傲
に
：̂

ふ
韻
の
’利
益
を
收
め
S

い
で
'ぁ
t

と
い
ふ
私
經
濟
的
利
益
を
眼
中
に
避
い
て
’の
み
行
動
し
て
居
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら 

.

1

^

0之
に
酿
レ
-
ら̂
答
へ
て
白
く
、

「

國
托
的
福
祉
々
可
及
的
助
長
は
，上

猶

の. «
過

(

濃
夫
が
小
麥
を
别
入
れ
ず
に
畑
に
.放
置
す
る 

翁

S
V
.を
要
求
す
: ^
ン
小
麥
の一 .

部
分
を
別
入
れ
^M

 

■と
は
•
、疑
ひ
名
な
く
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的
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饔

政
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八

c

丸
八
：

)

も

ょ

り

组

產

的

，な

行

爲

で

あ

る

。

何

故

か

？

そ

'れ
呔
至
谰
簡
單
瑚
瞭
.で
あ
る
o
.農
夫
亦
其
小
麥
'の)

部
分
を
取
入
れ
得
.る
の
.は
、
惟

/
 ̂

從

來

爾

靡

.の

經

營

部

門

に

於

て

働

 

> て

居

つ

戈: ^
の

勞

働

力

を

人

手

し

得

る
場
合
■に
の
み
限
ら
れ
る
,<
>
■
今
若
し
質
銀
が
爾
餘
の
產
業
部 

ra
に
^
て1
曆
高
く
、
そ
れ
が
爲
め
更
に
勞
働
者
を
雇
入
れ
る
こ
と
が
出
來
ぬ
と
か
、
咸
は
又
農
夫
に
何
等
の
利
益
を
齎
ち
さ
ぬ
*
な 

•^
銀
そ
交
挪
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
:^
何
を
意
味
す
る
か
。
そ
れ
は
即
ち
*
或
他
の
經
營
部
門
に
於
.て
此

勞

働

力

が

必

ず

.や 

使
用
さ
れ
名
'̂
.い
ふ
で
と
、
顧
言
す
れ
ば
他
.の
.企
業
家
は
、.

此
勞
働
蓉
を
し
て
作
ら
し
め
た
る
生
淹
物
を
以
て
ょ
り
多
く
の
利
を
收
め

る
が
故
に
、
勞
働
者
忙
鲟
し.ょ
り
，高

.^
賃
銀
を
亥
拂
ふ
こ
と
が
出
來
る
と
い
：ふ
こ
と
^
意
味
す
る
。
、

…

或
る
頗
る
®
か
な
汷
權
の
爲

.

.

.

.

. 

• 

• 

. 

• 

.
: 

.

.

.

. 

. 

..... 

.

.

. 

•
•

..

.
,

;
:め

、
，
澳

沙_

の

: »
興

芯

依.つ
：.て

極

办

ぼ;«
少

の

霜

：じ

か

得

』

れ

ず

、
：
其

結

取

勞

歡

.

『

_

，夫

に

讚

し

爾

说

の

企

業

家

に

較

べ

て

極

め

て

劣

等

，
の

利

益

；し

か

齎

ら

さ

ぬ

-

V

い
ふ
事
實
、
此
事
實
は
小
麥
が
過
當
に
供
給
さ
れ
た
事
を 

意
味
す
，る
。
即
ち
小
麥
の
供
給
が
旣
に
頗
る
下
脐
の
臌
賈
者
に
迄
低
下
し
、
該
小
麥

K
對
.す
る
購
貢
力
が
劣
等
に
過
ぎ
た
爲
沁
に
、
爾 

餘
0
坐
音
物
に
對
す
る
他
の
入
々
の
購
買
カ
又
は
要
需
强
度
の
方
が
之
を
凌
ぐ
に
至
つ
た
と
い
ふ
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る

^
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,

,:
■-ぐ
私
經
濟
询
利̂

と
國
思
輜
濟
的
利
益
か
調
和
だ
關
ず
る
上
述
め
說
明
は
今
&
屢
問
題
視
さ
る
-

坐
產
が
，1
企
業
に
依
‘つ
て
獨
>1
?
さ
れ
、
當
該
企
業
が
生
產
制
限
を
行
つ
て
、
獨
占
的
利
益
を
享
受
す
る
陽
舍
に
於
て
は
、
其
浪
り
に
於

.

... 

•. 

... 

. 

.

.

.

.

.

.
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■ ■;:
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.

:て
確
に
私
輕
濟
的
利
益
の
爲
に
爾
餘
の
人々
が
不
利
益
を
蒙
る
に
相
違
な
い
。
然
る
場
合
'に
於
て
經
濟
政
衆
施
行
の
局
に
當
ち
も
の

は 

該
企
業
の
獨
占
的
行
爲
を
制
限
し
、
其
收
利
力
が
: ^
該
社
會
に
於
け
る
限
林
的
散
利
力
の
點
に
達
す
る
ま
で
之
を
引
下
げ
る
様
に
す
る 

こ
と
で
あ
る
。
ー
兀
來
獨
占.は
自
由
競
爭
‘の
結
果
必
然
的
に
坐
ず
べ
き
も
，の
で
、
競
爭
に
勝
つ
た
者
、

-
換
言
す
れ
ば
、
.賢
も
少
い
費
有
を

以
て
1
贺
を
供
給
す
る
|

に
成
功
せ
.る
も
の
が
爾
餘
.0
劣
等
な
1

部
證
を
踱
倒
す
る
こ
倉
意
味
す
る
''
0
故
に
經
濟
上
の
理
由
か

. 

ら
獨
占
的
企
業
が
或
種
財
貨
の
供
給
毫
ら
に
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
國
民
經
濟
的
生
劈
が
最
も
ょ
く

發

輝

さ

れ

，る

ど

と

に

外
な
ら 

ぬ
。
然
り
と
す
れ
ば
、
獨
占
の
存
往
は
決
し
.て
交
換
經
濟
組
織
の
欠
點
を
曝
露
す
る
も
の
で
は
な
ハ
の
•で
あ
る
。

„ 

, 

'
'

。
更
に
又
集
の
自
由
の
許
さ
れ
る
社
會
に
於
て
は
、
一
方
に
於
て
囊
虛
飾
を
滿
た
す
所
8

:t
l
が

唐

.さ

れ

い

他

方

に

於

て

多

數

Q

貧
民
水
日
々0

坐

活

必

置Q

獲
得
に
苦
し
む
有
様
で
t

A

J

I以V

私
的
利
益Q

追
求
が
全
體Q

福
#
を
無
視
す
る
一
現
象
で

あ
る
と
考
へ
る
も
の
が
あ
る
。
，
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.
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ノ.-

此
非
，
も

変

ら

.
い̂
。
各
人
が
.何
を
H

か
如
何
な
る
震Q

霞

s

i

惹

か

に

就

S

窮

S

非

Q

W斷
は
許 

さ
れ
1
い
0經
濟
と
い
ふ
行
爲
を
承
認
す
る
以
上
、需
要
の
性
質
に
就
て
宕
々
す
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
。
從
つ
て
又
供
給
の
方
面
に 

於
て
も
、
.唐

せ

|

、
財

貨

の

種

類

分

量

等

上

就

て

當

事

背

以

外

の

.

.立
場
か
ら
指
圖
を
下
す
こ
と
は
經
濟
放
策
の
證
|

ず
る
も 

Q

で
は
な
い
o
广
方
に
：
富

念

が

奢

侈

を

享

樂

し

、

.伺
時
に
他
方
に
於
て
贫
民
ボ
塗
炭
の
芮
痛
を
嘗
め
る
と
.い
ふ
事
は
社
#
政
策
ト
^

は 

道
德
W
に
論
^
せ
ら
れ
る
こ
と
か
も
知
れ
ぬ
が
、
經
濟
上
の
問
題
と
し
て
.直
接
之
を
取
扱
ふ
べ
き
で
は
な
いo 

炎
後
に
又
、
私
的
利
益
が
公
的
利
益
I
無

視

す

；
例

と

し

て
*今
日
公
共
的
麗Q

執

行

す

暴

業

、例
へ
ば
道
路
や
橘
梁
の
襲
維 

持
と
か
腐
べ
は
政
治
、
行
政
、f

防
等
S

業
は
、
.證
利
益
を
追
求
す
る
個
人Q

企
て
I

事

荔

か

も

國

咨

福

盟

貢

獻

す

る 

こ
と
の
サ
な
る
も
め
で
あ
I

い
ふ

議

-m
が
あ
る
/
°正
に
其
ヽ
通
り
で
あ
つ
て
、

此

等

仕

事

は

侗

人

Q

到
底
企
及
せ
ざ
る
麗
で
I

O
 

併

し

此

植

は

慕

に

S
^
Z
E
E

的
遂
行Q

爲
に
營
ま
れ
f

含
は
な
く
し
て
、
主
と
し
て
爾
餘Q

人
間
生
活
.

：.

一
の
目
的
達
成 

の
爲
S

ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
縱
令

.
經̂
濟
的
福
祉
に
對
す
る
關
顧
は
深
い
所
が
あ
る
と
し
て
も
、
，純
經
濟
上
の
問
題
と
し 

て一

概
に

:»
濟
政
策
的
刺
斷
を
下
す
事
は
廣
で
な
'い
0強
ひ
て
之
に
:»
濟
上
の
斷
定
を
下
さ
ん
と
欲
す
る
食
|

、
菩
人
は
次
8

に 

•

i

m

 

. 

九

九
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1
,0

0

P
P
Q)

言
ふ
こ
^
が
出
來
名
;:
0
假
.に
此
等
の
'事
業
經
營
に
.侬
0
て
#
る
各
人
P
有

形

無

形

；の

經
濟
.的

利

溢
<0
‘總
計

を

.何

等

か

の

方

法

に

俅

つ

て 

奸

箅

し

、
：
之

と

、

典

經

營

，に

要

す

名

費

用

と

を

比

較

し

て

收

利

カ

0
程
度
を
喪
宠
:1
,、
似
.て
そ
'れ
が

1

0の
經
濟
；

£

事
業
と
し
て
充
分 

奴
經
濟
的
義
力
噎
發
都

1

'#
名
#
何
:^
か

を

旋

め

芩

こ̂
で
.嗲
义
::
>0其
公
的
團
體
が
經
濟
政
策
的
1

に̂

出

.る

必

耍

が

奔
 

名g

命f
で
は
一
時
的
の
場
に
堪
ぇ
る
琪
が
⑶
來
ぬ
と
^

^
へ
.ば
'治
水
:1
:
嚓
¥

刹
溢
め
計
算
が
闲
.
^
あ̂
る
^

#(

例
八
ぱ
道
路 

_
設
ゼ
.又
*)
人
の
無
智
に
■
く
將
廉
把
«

,名洗ぶで̂
、
士
か

A例
へ
ば
或
種
の
保
險
事
業)

い
ふ
こ
と
が
あ
る
の
で
あ 

^

此
等
の
1

の
I

は
養
り
不
必
要
で
？

、
他
ロ
に
譲
る
。 

..

尙
ほ
：

t

言
附
珈
.へ
.て
明
に
.し
•て
置

.き

た

い

Z

と

は

、

斯

様

な

吾

，々

の

結

_

が

、

.ホ
論
文
の

初
め
の
部
分
に
個
人
主g

的
倫
理
觀
ょ
り 

發
坐
せ
A
坐

產

ヵ

懈

釋

於

ゼ

考

'
1

」

に
す
る
も
の
で
は
な
ふ
か
:^
い
4
疑
問
敗
就
ヤ
>
あ
务
。：
若
し
然
り
>
ザ
れ
ば
ず
此
論
文
は
常 

:

初
に
排
斥
せ
る
理
論
を
最
後
に
肯
淀
す
名
と
い
ふ
致
命
的
.な
誤
廢
令
犯
す
：こ
と
に
な
名
、
倫
理
觀
を
否
定
ん
弋
然
も
之
嚷
取
入
れ
る
.<
?
: 

い
-
-ふ
醜
態
^
曝
.す

も

.0
と
言
ー
は
ね
^

ら̂
ぬ
-0
.
-
:
. 

：
：
-
,
.
、
，
-
:
、

：
. 

.
'

一：.

•’

;#
&

&
狱
寵
率
激
る
速
湎
ヤ
あ
^

抑

^
結
論
が
等
ん
い
如
ら
.と
言
.々
て
、
：直
ち
.に
議
論
の
出
發
點
逸
將
た
又
推
論
の
經
過
名
同 

じ
で
あ
名
と
考
へ
洛
'の
.は
許
さ
る
べ
き
.
Cと
で
あ
ら
ぅ
か
。
否
な
、
斷
じ
て
左
様
な
こ
と
は
な
い
。
斯
様
な
盲
斷
は
丁
度
或
る
病
人
が

• 

' 

.... 

.... \
 

-
H 

..... 

>
.
. 

ノ.
/ 

-
•

••
»

-

,

:

健
康
.を
«
復
し
.た
§
を
觀
.て
、：；彼
.が
日
頃
の
.善
行
の
.

■
め
神
の
恩
靡
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
と
い
ふ
信
仰
と
愼
重
な
义
攝
坐
士
忠
實
な 

る
攤
療
め
效
潘
で
あ
る
4
い
ふ
說
明
:<
?
;を
無
差
別
に
混
同
す
る
様
尨
も
0
で
あ
る
:'
0
又

斯

く

の

；如

々

混

同

，を

表

面

上

同

樣

に

見

ぇ

る

所 

め
.猫
論

の
*
瘛
を
見
央
ふ
恐
れ
が
あ
る
。卸
ち
若
し
信
仰
に

A
て
結
辨
に
依
つ
て
證
明
さ
れ
た
と
考
へ
^
&'
ら
ば
、
人
は
總
て
善
事
を 

行
ふ
様
心
懸
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
か

、
_
の
恩
寵
を
常
に
信
仰
す
べ
し
と
い
ふ
様
な
.至
，上

命

命

が

背

後

に

潜

ん

.で

.遛
る
酱
で
あ
る

0
併
し 

蒞
し
後
漭
の
說
明：

に
依
る
な
ら
ば
、
：其
場
合
に
は
、
出
發
點
は
事
實
で：

あ
り
、
典
經
過
は
科
擧
&

1理
の

，
過

程

で

ぁ
.る

,°
.
結

果

の

背

後

に
I

I

地
上
に
立
つ
た
理
論
I

へ
て
居
る
。：

吾
々
の
：现
論
は
純
粹
經
濟
的
觀
察
に
依
っ
て

事

實

か

ら

.出

發
す

る

タ

g

s
o .

推
論
は
限
探
生
産
力
說
に
從
つ
セ
論
理
的
.に
進
む
。
個 

人
の
神
聖
を
信
じ
、
神
の
攝
理
を
說
く
ス
ミ
ス
の
學
說
は
其
出
發
點
に
於
て
神
秘
的
で
あ
る
。
.其
推
論
は
半
ば
獨
斷
を
含
み
頗
る
不
完 

全
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
：に
在
っ
て
は
所
謂
る
自
由
主
義
の
生
張
は
道
德
的
色
彩
を
帶
び
、
至
上
命
令
的
で
.あ
_る
？
吾
々)

に

祛
っ
て
：は

假

に 

自
由
生
_
を
生
張
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
恰
も
醫
學
者
の
忠
吿
に
比
す
べ
き
で
あ
る
。

»
ベ
ル
ト
•ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ト
が

『

忠
告
者

』
 

(

顧
問I

B
e
^
ter)

と
し
て
の
經
濟
と
い
つ
た
の
は
適
切
な
言
で
あ
る
。

.
之
を
要
す
る
に
所
謂
る
交
換
經
濟
組
織
の
原
則
が
完
全
に
支
配
す
る
社
會
に
於
.て
は
私
經
濟
的
生
産
力
の
.發
揮

は

決

し

.
て

國

民

經

鄉 

的
生
産
力
に
矛
盾
す
る
も
の
で
な
く
、
寧
ろ
國
民
經
濟
的
坐
產
カ
達
成
の
條
件
は
私
經
濟
的
坐
產
力
が
売
全
に
發
輝
さ
れ
る
時
で
あ
る
。：，
 

故
に
若
し
今
日
経
^

i

p
見
紫
が
v>
の
制
度
を
原
則
と
し
て
欺
認
し
之
を
^
持
せ
ん
と
す
る
以
上
、
現
*
の

社

會

に

於

：て

此

原 

M.
S
免
げ
る
所
の
：險
害
を
除
^T

#

原
則
通
r
の
！
^
の
實
現
を
期
待
す
る
の
が
、
當
局
者
の
爲
す
べ
：き
任
務
で
あ
る
。
勿
論
此
等
の
■'
:■

■ 

障
害
の
中
に
比
、
‘人
ヵ
の
以
て
如
何
と
も
爲
す
べ
.か
'レ
あ
が
自
然
妳
原
乱
に
基
<̂
紀

0.
あ
が
、
；運
不
運
0

,修

か

こ

と̂-
奴

が

の

で

あ 

ク
て
、：
常
に
赏
佥
な
る
收
利
ヵ
の
原
則
が
實
現
さ
れ
ろ
譯
に
は
ゅ
.か
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。
併
し
な
於
ら
岍
要
な
こ
と
ば
經
濟
政
策
ぬ
局
に
常 

る
も
.の
.が
此
1
!
!
1
的
を
常
に
1
2に

意

識

し

て

居

る

こ

と

で

あ

る

。

.

.:
'

、
 

.

：

，
：

、
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V

*
後
#
綠
論
ど
1>
でf

言
附
加
へ
て
齓
く
こ
と
が
あ
る
。
經
觀E

盼
と
い
ふ
も
ひ
ゆ
畢
竟
す
が
.に
人
間
矽
文
化
电
活
收
ひ
、}
っ
の
目 

的
で
あ
っ
て
1
人
間
の
同
的
坐
活
の
敗
後
の
も
の
で
は
な
い
。
經
蔣
の
意
•
は
人i

の
文
化
敗
理
想
全
體
の
收
へ
織
り
を
奎
れ
る
こ
と 

に
依
づ
<
明
0
な
地
位
を
觉
め
ら
れ
る
の
で
あ
务
0
經
'濟
政
棄
論
か
最
後
の
•判
斷
'ば
結
啟
此
點
忙
溯
及
し
て
來
t
け
れ
ば
^
ら
ぬ
。
併 

レ
そ
れ
は
個
々
の
*
！g

科
學
を
取
扱
ふ
吾
人
の
任
務
で
は
な
い
。
ヴ
ン
デ
ル
リ
ッ
ヒ
女
炎
は
此
點
に
關
し
セ
次
の
如
き
意
見
を
述
べ
て 

級
.

！
^
 か
目
的 

lo;
i 一
 

へ
'
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•:「
を
々
は
經
濟
と
い
4
も
の
を
文
化
領
域
の
‘中
か
ら
論
理
的
に
孤
±
さ
せ
て
引
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
興
經
濟
の
目
的
\
叉
は
生
產
カ 

な
る
も
ひ
ギ
此
文
化
領
域
2
の
給
仗
關
係
に
於
て
齓
餘
の
文
化
目
的
一
.切
と
巧
に
調
和
を
保
ち
1
文
化
の
統
一
•が
保
持
さ
れ
る
機
に 

せ
か
ば
が
ら
ぬ
？
經
濟
の
现
念
は
全
體
に
及
べ
を
所
の
全
體
理
今
5
,の
中
に
組
人
れ
ら
れ
る
21
ど
に
依
つ
て
4
、最
後
の
氣
義
を
得
る
の
で 

あ
’る
。

何

故

如

と

い

へ

，
ば

、

~個
冬
の
、目
的
の
齓
價
は
、
總
て
皆
、
あ
ら
ゆ
る
坐
活
目
的
の
全
體
の
屮
へ
、
即
ち
一
つ
の
絕
對
的
な
人
間
意 

欲
の
單
化
の
现
念
の
中
へ
之
f
組
入
れ
が
こ
と
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
目
的
(O
'
み
が
基
準
を
與
へ
る
。
而
じ
て
此
目
的
は 

經
濟
に
對
す
る
意
義
と
し
て
は
次
の
妣
く
で
あ
る
。『

人
問
を
ば
？
非
物
質
的
な
^
的
の
爲
に
、
■物
質
的
な
目
的
か
ら
解
放
す
る
こ
と』
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吾
人
の
大
に
傾
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す
べ
き
言
で
あ
る
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邦
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性
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